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１．はじめに

　発達障害者の有する大きな困難の一つに「食」に関する困難がある。これまでの研究では，発達障害者が偏
食，異食，咀嚼，嚥下，食事マナーなどの多様な困難を示すことが指摘されている。例えば永井（1983）は，
自閉症児110名の親を対象に調査を行い，自閉症児の半数以上が偏食を示したことや，偏食児の多くが乳嫌い
や離乳食の拒否など，早い時期から何らかの困難を示していたことなどを報告している。また篠崎ら（2007a,  

2007b）は，自閉症スペクトラムの子どもの親123名を対象に食品46品目の嗜好度を調査し，自閉症児の40%
近くに共通して食べられない食品が複数存在することや，「口いっぱいに詰め込んでしまう」「よく噛まないで
飲み込む」といった咀嚼や嚥下に関する問題を示す割合が「健常」児と比較して顕著に高いことなども記述し
ている。
　近年，アスペルガー症候群や高機能広汎性発達障害の本人・当事者の手記が数多く出版され，食に関する困
難・ニーズについても多様に語られ始めている。例えばアスペルガー症候群当事者のニキ・リンコ／藤家寛子
（2004）は，偏食の問題について「トマトやピーマンのように単色のものは気持ち悪くて食べられない」「形が
違ったり，いびつだと気持ち悪くて食べられない」と述べ，色や形などに対する視覚の過敏を食べられない要
因の一つとしてあげている。またアスペルガー症候群当事者のケネス・ホール（2001）は「ほとんどの食べ物
はひどい舌ざわりである」と指摘し，アスペルガー症候群当事者のグニラ・ガーランド（2000）も「歯がひど
く過敏」「顎のコントロールが上手くいかず，顎を動かすのは重労働」であり「噛むのがいやだったため，何
でも丸飲みし，ミルクで流し込んだ」と咀嚼の困難について述べている。
　髙橋・増渕（2008）の発達障害の本人・当事者を対象に行った感覚情報調整処理障害（感覚過敏・鈍麻）に
関する調査では，「食感がダメで食べられないものがある」33%，「食べたことのないものはとても怖い」17%
など食に関する感覚過敏を有する当事者が少なからず存在し，「自分に合った温度に食べ物を温めたい」25%
などの理解・支援を求めていると指摘している。
　以上に検討したように，このような特有の感覚や身体の問題は，想像しにくいがゆえに誤解されやすく，食
の困難に関しても「わがまま」「甘やかしている」と思われがちである。また発達障害者の抱える食の困難の
様相はきわめて多様であり，その実態や背景要因，ニーズについて丁寧に明らかにしていくことが必要である。
　それゆえに本稿では，発達障害を有する本人の「食」に関する困難・ニーズの実態と彼らが求めている支援
を，発達障害の本人への調査を通して明らかにしていく。
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２．方　法

（1） 調査対象：発達障害（アスペルガー症候群，高機能自閉症，その他広汎性発達障害，LD，ADHD，軽度
の知的障害）の診断・判定された方で，発達障害についての認識・理解を有する高校生以上の当事者で
あり，自身の食に関する困難・ニーズを振り返って調査回答することが可能な方。東京学芸大学にの学
部・専攻科・大学院に在学中で発達障害教育関係の講義を受講している学生にも同様の質問紙調査を実
施し，結果を比較検討した。

（2） 調査内容：A. 食の困難の実態に関する調査内容：①体の構造と食物（摂食中枢，感覚器系，消化器系，
循環器系，免疫・アレルギー），②食生活（食嗜好，食事量，食べ方），③食事と環境（食卓用品，食に
関する場所，食に関する人の問題，食に関する状況の問題）。B. 食の困難の理解・支援に関する調査内
容：①体の構造と食物（摂食中枢，感覚器系，消化器系，循環器系，免疫・アレルギー），②食生活（食
嗜好，食事量，食べ方），③食事と環境（食卓用品，食に関する場所，食に関する人の問題，食に関する
状況の問題）。

（3） 調査方法：質問紙調査法。刊行されている発達障害者本人の手記をほぼ全て検討し，食に関してどのよ
うな困難・ニーズを有しているのかを把握，それらをもとに質問紙調査票「『食』の困難・ニーズに関す
るチェックリスト」全306項目を作成した（文末の調査票を参照）。事前に，発達障害の本人・当事者団
体，発達障害支援関係団体などの協力を得ながら質問紙の妥当性についての検討をいただいた。なお調
査結果については，対象間の比較を行うためにχ2検定とオッズ比推定を用い，項目間の比較を行うため
に残差分析を用いて分析を行った。

（4） 調査期間：2012年11月～ 2013年 1 月。

（5） 回収状況：発達障害の本人，発達障害支援関係団体などの協力を得ながら質問紙調査を実施した。発達
障害の診断・判定を有する本人137名，東京学芸大学の学部・専攻科・大学院に在学する学生119名から
回答を得た。発達障害の診断・判定を有する本人137名の障害の内訳（重複の場合を含み複数回答あり）
は，アスペルガー症候群44名，高機能自閉症17名，その他広汎性発達障害43名，学習障害15名，注意
欠陥多動性障害26名，知的障害20名，その他18名である。

３．「食」の困難の実態に関する調査の結果

３．１　体の構造と食物
３．１．１　摂食中枢
　摂食中枢の調査項目全27項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「26. 食欲の差が激し
く，食欲のない時はとことん食べず，ある時はとことん食べまくる」24.8%，次いで「4 . 気がついたらひどく
お腹がすいていることがある」24.1%となった。その他「25. 糖分や塩分への強い欲求がある」20.4%，「3 . ス
トレスを感じると空腹を全く感じなくなる」19.0%，「11. 異常に喉が渇き，一日に何リットルも飲み物を飲ん
でしまう」18.2%，「14. 満腹中枢が上手く働かず，すぐに何かを食べようとしてしまう」15.3%と続いた。
　発達障害本人と受講学生のチェック数をχ2検定によって分析し，χ2値の大きい上位項目をまとめたものを
図1に示した。これら上位11項目はいずれも 1%水準で有意差がみられた。また，摂食中枢では図 1に示し
た項目の他，8項目に 5%水準の有意差がみられた。χ2値の大きい項目ほど，発達障害本人の有する食の困
難・ニーズについて周囲からの理解が得られにくく，困難も大きいと考えられる。
　摂食中枢で最もχ2値の大きい項目は「12. 頭をよく働かせている時には水分が欲しくなり，四六時中ガバガ
バと水を飲んでしまう」14.5，次いで「11. 異常に喉が渇き，一日に何リットルも飲み物を飲んでしまう」
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14.1となった。その他「23. 自分が何を食べたいのかわからないので，毎日同じものを食べる」13.5，「1 . お腹
がすくという感覚がよくわからない」13.0，「4 . 気がついたらひどくお腹がすいていることがある」11.2，「16. 
食べ物に関しては無頓着である」10.2と続いており，発達障害本人の多くが，摂食中枢の調整機能に何らかの
問題を抱えていることが推測される。
　次に，発達障害本人と受講学生のチェック数をオッズ比推定により分析した結果を図 2に示した。なお，
図 2に示した項目はいずれも5%水準で有意差がみられた項目である。オッズ比推定とは，推定の結果，有意
差がみられた項目に関して，発達障害本人は受講学生に比べて質問項目との関係性が何倍大きいのかを示すも
のであり，数値が大きいほど困難が大きいと考えられる。
　摂食中枢で最もオッズ比の大きい項目は「20. 食事=義務=面倒である」21.7であり，次いで「1 . お腹がすく
という感覚がよくわからない」16.7となった。その他「16. 食べ物に関しては無頓着である」13.4，「12. 頭をよく
働かせている時には水分が欲しくなり，四六時中ガバガバと水を飲んでしまう」10.6，「2 . お腹がすいたと感じ
ることはめったにない」と「19. お腹が空いたと感じても，なかなか『食べたい』とは思わない」が共に10.3と
続いた。発達障害本人では，食べ物に対する興味関心が低い人，食欲をあまり感じない人が多いことがわかる。
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12. 頭をよく働かせている時には水分が欲しくなり、
四六時中ガバガバと水を飲んでしまう。

11. 異常に喉が渇き、一日に何リットルも飲み物を飲
んでしまう。

23. 自分が何を食べたいのかわからないので、毎日同
じものを食べる。

1. お腹がすくという感覚がよくわからない。

4. 気がついたらひどくお腹がすいていることがある。

16. 食べ物に関しては無頓着である。

20. 食事＝義務＝面倒である。

15. 食べることにあまり興味がない。

2. お腹がすいたと感じることはめったにない。

19. お腹が空いたと感じても、なかなか「食べたい」
とは思わない。

8. 喉が渇くという感覚がよくわからない。

P<0.01

図1　摂食中枢のχ2値比較
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３．１．２　感覚器系
　感覚器系の調査項目全58項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「84. ひどい猫舌で熱
い物を食べられない」21.2%，次いで「28.色や形以前に，見るだけで気持ち悪かったり，怖い食べ物がある」
19.0%であった。その他「42. においの強い食品は食べられない」15.3%，「64. 固さや食感によっては口に入れ
るだけで全身が苦しくなるほど不快な食べ物がいくつもある」13.9%，「63. 自分が予想していた味と違う味だ
と食べられない」と「69. どろっとしたとろみのある食べ物は大嫌いである」が共に12.4%と続き，食感や舌
触り，温度といった触覚に関する困難が目立つ結果となった。
　χ2検定の結果を図 3に示した。感覚器系の中で最もχ2値の大きい項目は「42. においの強い食品は食べら
れない」17.0，次いで「63. 自分が予想していた味と違う味だと食べられない」15.8であった。その他「28. 色
や形以前に，見るだけで気持ち悪かったり，怖い食べ物がある」15.0，「84. ひどい猫舌で熱い物を食べられな
い」14.0，「40. 食堂，パン屋，魚売り場，レストランの厨房などはにおいが強く，吐気をもよおす」11.1と続
いた。なお，図 3に示した項目はいずれも 1%水準で有意差がみられた。発達障害本人のチェック率，χ2値
ともに大きい「63. 自分が予想していた味と違う味だと食べられない」の項目は，受講学生のチェック率が
0%であることからも発達障害本人に特徴的な困難であると推測される。
　オッズ比推定の結果を図 4に示した。図 4に示した項目はいずれも 5%水準で有意差がみられた項目であ
る。感覚器系の中で最もオッズ比の大きい項目は「63. 自分が予想していた味と違う味だと食べられない」
34.7，次いで「35. 種の配列の仕方が気持ち悪くて食べられない果実や野菜がある」と「45. 生野菜は噛むと雑
草や土の味，においがするため食べられない」，「56. 玉ねぎは少しでも焦がしてしまうと，まずくて食べられ
ない」がいずれも21.7と続いた。これら4項目は受講学生のチェック率は 0%であった。食べ物の色・形など
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20. 食事＝義務＝面倒である。

1. お腹がすくという感覚がよくわからない。

16. 食べ物に関しては無頓着である。

12. 頭をよく働かせている時には水分が欲しくなり、四六時中
ガバガバと水を飲んでしまう。

2. お腹がすいたと感じることはめったにない。

19. お腹が空いたと感じても、なかなか「食べたい」とは思わ
ない。

23. 自分が何を食べたいのかわからないので、毎日同じものを
食べる。

10. 水分補給を忘れてしまい、しばしば脱水症状を起こす。

15. 食べることにあまり興味がない。

11. 異常に喉が渇き、一日に何リットルも飲み物を飲んでしま
う。

21. よほどの空腹時でない限り、ものを食べることに抵抗を覚
えてしまう。

4. 気がついたらひどくお腹がすいていることがある。

14. 満腹中枢が上手く働かず、すぐに何かを食べようとしてし
まう。

5. お腹がすいた時には、血の気が失せる・頭が重い・ふらふ
らするなどの症状がある。

25. 糖分や塩分への強い欲求がある。

26. 食欲の差が激しく、食欲のない時はとことん食べず、ある
時はとことん食べまくる.

P<0.05  

図2　摂食中枢のオッズ値比較
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の見た目，においや味，温度や感触に対する「苦手さ」「不快さ」の程度が発達障害本人では強いため，食べ
られない物が多く存在することがわかる。
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42. においの強い食品は食べられない。

63. 自分が予想していた味と違う味だと食べられない。

28. 色や形以前に、見るだけで気持ち悪かったり、怖い食
べ物がある。

84. ひどい猫舌で熱い物を食べられない。

40. 食堂、パン屋、魚売り場、レストランの厨房などはに
おいが強く、吐気をもよおす。

64. 固さや食感によっては口に入れるだけで全身が苦しく
なるほど不快な食べ物がいくつもある。

35. 種の配列の仕方が気持ち悪くて食べられない果実や野
菜がある。

45. 生野菜は噛むと雑草や土の味、においがするため食べ
られない。

56. 玉ねぎは少しでも焦がしてしまうと、まずくて食べら
れない。

39. 東京はどこに行っても食べ物のにおいがする。

75. 食べものでどうしても我慢できない舌触りがある。

34. いびつな形の食べ物は気持ち悪くて食べられない。

62. 食べ物の味を楽しむことと、食べ物を飲み込むことの
一方にしか集中できない。

29. 色のまじった食べ物は苦手である。

55. 特定の店・メーカーのものしか食べられない食品があ
る。

65. 食べ物によっては刺すような痛みを感じるものがあ
る。

70. 果物の小さい粒が口の中ではじける刺激はとても耐え
がたい。

69. どろっとしたとろみのある食べ物は大嫌いである。

P<0.01 

図3　感覚器系のχ2値比較
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３．１．３　咀嚼・嚥下，消化器系
　咀嚼・嚥下，消化器系の調査項目全27項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「98. 
魚の小骨は全部はずさないと，必ずのどに引っかかってしまう」17.5%，次いで「101. 疲れている時は舌を噛
んだり，誤嚥しやすい」15.3%であった。その他「90. 噛むのがいやなので，何でも丸飲みしたり，水で流し
込んでしまう」8.0%，「89. 噛むために毎回顎を動かすのはとても疲れる」7.3%，「104. 食べ物を完全に飲み込
まないうちに次を口に入れると，うまく飲み込めなくなってしまう」「108. 胃腸の働きがひどく悪く，何を食
べても下痢ばかりしてしまう」がともに6.6%と続き，咀嚼や嚥下に関する困難を示す人が多いことが示され
た。
　χ2検定の結果を図 5に示した。咀嚼・嚥下，消化器系の中で最もχ2値の大きい項目は「98. 魚の小骨は全
部はずさないと，必ずのどに引っかかってしまう」15.2，次いで「101. 疲れている時は舌を噛んだり，誤嚥し
やすい」10.3であった。その他「90. 噛むのがいやなので，何でも丸飲みしたり，水で流し込んでしまう」
10.0，「104. 食べ物を完全に飲み込まないうちに次を口に入れると，うまく飲み込めなくなってしまう」と
「108. 胃腸の働きがひどく悪く，何を食べても下痢ばかりしてしまう」がともに5.6と続いた。なお，図 5に
示した項目は上位 3項目までが 1%水準で有意差がみられ，残り 4項目は 5%水準で有意差がみられた。
　オッズ比推定の結果を図 6に示した。図 6に示した項目はいずれも 5%水準で有意差がみられた。咀嚼・
嚥下，消化器系の中で最もオッズ比の大きい項目は「90. 噛むのがいやなので，何でも丸飲みしたり，水で流
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63. 自分が予想していた味と違う味だと食べられな
い。

35. 種の配列の仕方が気持ち悪くて食べられない果実
や野菜がある。

45. 生野菜は噛むと雑草や土の味、においがするため
食べられない。

56. 玉ねぎは少しでも焦がしてしまうと、まずくて食
べられない。

42. においの強い食品は食べられない。

34. いびつな形の食べ物は気持ち悪くて食べられな
い。

62. 食べ物の味を楽しむことと、食べ物を飲み込むこ
との一方にしか集中できない。

40. 食堂、パン屋、魚売り場、レストランの厨房など
はにおいが強く、吐気をもよおす。

39. 東京はどこに行っても食べ物のにおいがする。

75. 食べものでどうしても我慢できない舌触りがあ
る。

29. 色のまじった食べ物は苦手である。

38. 食べ物に関しての認識能力や記憶力が乏しい。肉
や魚はどれも同じにみえる。

71. 生野菜は、シャリシャリした食感が嫌である。

28. 色や形以前に、見るだけで気持ち悪かったり、怖
い食べ物がある。

64. 固さや食感によっては口に入れるだけで全身が苦
しくなるほど不快な食べ物がいくつもある。

84. ひどい猫舌で熱い物を食べられない。

48. 食べ物の口の中でする音が耳障りで我慢できな
い。

74. 変な舌ざわりの物は食べたくない。

69. どろっとしたとろみのある食べ物は大嫌いであ
る。

P<0.05

図4　感覚器系のオッズ値比較
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し込んでしまう」21.7，次いで「104. 食べ物を完全に飲み込まないうちに次を口に入れると，うまく飲み込め
なくなってしまう」「108. 胃腸の働きが悪く，何を食べても下痢ばかりしてしまう」がともに8.3，「98. 魚の小
骨は全部はずさないと，必ずのどに引っかかってしまう」8.2，「101. 疲れている時は舌を噛んだり，誤嚥しや
すい」5.2と続いた。結果から発達障害本人のなかには，咀嚼・嚥下や消化吸収において機能の困難を有する
人が少なからずいることが推測される。

３．１．４　循環器系
　循環器系の調査項目全 8項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「117. コーヒーやお茶
を飲むと頭ががんがんと痛み，手足の中もしまって痛くなり，震えるような寒気を生じる」5.8%，次いで
「118. 柿はシャリシャリとした固めのものだと，食べてすぐ寒気に襲われる」「119. 食べ物の摂取による血糖値
の上がり下がりが激しい」がともに2.9%，「120. 普段から低血糖症のような症状がある」2.2%，「115. 塩分を
摂りすぎるとのどがひりひり，全身がドクドクとして頭の奥が脈打ち痛くなる」「113. 糖分や塩分を摂った時
は，どちらもすぐに手首がドクドクと脈打つ」が共に1.5%と続いた。
　χ2検定の結果を図 7に示した。循環器系の中で最もχ2値の大きい項目は「117. コーヒーやお茶を飲むと頭
ががんがんと痛み，手足の中もしまって痛くなり，震えるような寒気を生じる」7.2，次いで「118. 柿はシャ
リシャリとした固めのものだと，食べてすぐ寒気に襲われる」3.5，「120. 普段から低血糖症のような症状があ
る」2.6，「115. 塩分を摂りすぎるとのどがひりひり，全身がドクドクとして頭の奥が脈打ち痛くなる」1.8，
「119. 食べ物の摂取による血糖値の上がり下がりが激しい」1.4と続いた。なお，図 7に示した項目は上位 1項
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98. 魚の小骨は全部はずさないと、必ずのどに引っ
かかってしまう。

101. 疲れている時は舌を噛んだり、誤嚥しやす
い。

90. 噛むのがいやなので、何でも丸飲みしたり、水
で流し込んでしまう。

104. 食べ物を完全に飲み込まないうちに次を口に
入れると、うまく飲み込めなくなってしまう。
108. 胃腸の働きがひどく悪く、何を食べても下痢

ばかりしてしまう。
88. 顎のコントロールが上手くいかないので、顎を

動かすのは重労働である。

89. 噛むために毎回顎を動かすのはとても疲れる。

P<0.01

P<0.05 

図5　咀嚼・嚥下，消化器系のχ2値比較
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90. 噛むのがいやなので、何でも丸飲みしたり、水
で流し込んでしまう。

104. 食べ物を完全に飲み込まないうちに次を口に
入れると、うまく飲み込めなくなってしまう。

108. 胃腸の働きがひどく悪く、何を食べても下痢
ばかりしてしまう。

98. 魚の小骨は全部はずさないと、必ずのどに引っ
かかってしまう。

101. 疲れている時は舌を噛んだり、誤嚥しやす
い。

Ｐ<0.05

図6　咀嚼・嚥下，消化器系のオッズ値比較
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目のみに 1%水準で有意差がみられたが，残りの項目に有意差はみられなかった。循環器系の項目では，発達
障害本人のチェック率がさほど高くはないものの，ほとんどの項目で受講学生のチェック率が 0%であるため，
理解・支援の困難度が高いことがうかがえる。
　オッズ比推定の結果を図 8に示した。循環器系の中で最もオッズ比の大きい項目は「117. コーヒーやお茶
を飲むと頭ががんがんと痛み，手足の中もしまって痛くなり，震えるような寒気を生じる」15.7，次いで「118. 
柿はシャリシャリとした固めのものだと，食べてすぐ寒気に襲われる」7.8，「120. 普段から低血糖症のような
症状がある」6.2と続いた。しかし，図 8に示した項目はいずれも有意差がみられなかったことから，発達障
害本人の循環器系に関する困難は受講学生と比較して強い傾向にあるとはいえない。

３．１．５　免疫・アレルギー
　免疫・アレルギーの調査項目全26項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「121. 何種
類もの食物アレルギーをもっている」5.8%，次いで「143. アルコールにアレルギー，過敏症がある」5.1%で
あった。その他「128. 甲殻類にアレルギーがある」「123. 卵アレルギーがある。卵に触れると発疹が出たり，
呼吸が出来なくなってしまう」が共に4.4%，「146. ビタミン，ミネラル欠乏症である」3.6%と続いた。
　χ2検定の結果を図 9に示した。免疫・アレルギーの中で最もχ2値の大きい項目は「123. 卵アレルギーがあ
る。卵に触れると発疹が出たり，呼吸が出来なくなってしまう」5.3，次いで「146. ビタミン，ミネラル欠乏
症である」4.4であった。これらの項目はいずれも受講学生のチェック率が 0%であるため，理解の困難さが
大きいことが推測される。その他「121. 何種類もの食物アレルギーをもっている」2.9，「124. 乳製品のアレル
ギーがある。乳製品を摂取すると色彩や模様に対する感覚が変化し，幻覚まで見える」「134. 大豆製品にアレ
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117. コーヒーやお茶を飲むと頭ががんがんと痛み、手足の
中もしまって痛くなり、震えるような寒気を生じる。

118. 柿はシャリシャリとした固めのものだと、食べてすぐ
寒気に襲われる。

120. 普段から低血糖症のような症状がある。

115. 塩分を摂りすぎるとのどがひりひり、全身がドクドク
として頭の奥が脈打ち痛くなる。

119. 食べ物の摂取による血糖値の上がり下がりが激しい。

Ｐ＜0.01

有意差なし

図7　循環器系のχ2値比較
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117. コーヒーやお茶を飲むと頭ががんがんと痛み、
手足の中もしまって痛くなり、震えるような寒気…
118. 柿はシャリシャリとした固めのものだと、食べ

てすぐ寒気に襲われる。

120. 普段から低血糖症のような症状がある。

115. 塩分を摂りすぎるとのどがひりひり、全身がド
クドクとして頭の奥が脈打ち痛くなる。

119. 食べ物の摂取による血糖値の上がり下がりが激
しい。

有意差なし 

図8　循環器系のオッズ値比較
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ルギーがある」がともに2.6と続いた。なお，図 9に示した項目は上位 2項目に 5%水準で有意差がみられ，
残りの項目に有意差はみられなかった。
　オッズ比推定の結果を図10に示した。免疫・アレルギーの中で最もオッズ比が大きい項目は「123. 卵アレ
ルギーがある。卵に触れると発疹が出たり，呼吸が出来なくなってしまう」11.8，次いで「146. ビタミン，ミ
ネラル欠乏症である」9.9と続き，χ2検定の結果とほぼ同様の項目が上位にあがった。
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123. 卵アレルギーがある。卵に触れると発疹が出たり、
呼吸が出来なくなってしまう。

146. ビタミン、ミネラル欠乏症である。

121. 何種類もの食物アレルギーをもっている。

124. 乳製品のアレルギーがある。乳製品を摂取すると色
彩や模様に対する感覚が変化し、幻覚まで見える。

134. 大豆製品にアレルギーがある。

127. ナッツ類にアレルギーがある。

129. 魚介類にアレルギーがある。

122. アレルギーを示す食品が年々増えている。

131. 鶏肉にアレルギーがある。

138. マッシュルームにアレルギーがある。

P<0.05

有意差なし

図9　免疫・アレルギーのχ2値比較
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123. 卵アレルギーがある。卵に触れると発疹が出たり、
呼吸が出来なくなってしまう。

146. ビタミン、ミネラル欠乏症である。

124. 乳製品のアレルギーがある。乳製品を摂取すると色
彩や模様に対する感覚が変化し、幻覚まで見える。

134. 大豆製品にアレルギーがある。

127. ナッツ類にアレルギーがある。

121. 何種類もの食物アレルギーをもっている。

129. 魚介類にアレルギーがある。

126. そばにアレルギーがある。

131. 鶏肉にアレルギーがある。

138. マッシュルームにアレルギーがある。

142. 酵母菌を摂取すると、頭が重くなり、酔っぱらった
ようになってしまう。

144. 食品添加物にアレルギー、過敏症がある。

145. 化学調味料を食べると、舌や口の中が痺れるような
感覚がして、ひどい吐気に襲われる。

有意差なし 

図10　免疫・アレルギーのオッズ値比較
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３．１．６　その他
　その他の調査項目全8項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「149. カフェインなどの
刺激物に弱く，飲みすぎると，てきめんに眠れなくなる」10.2%，次いで「154. 代謝のスピードがはやすぎて，
すぐに体重が減ってしまう」5.1%であった。その他「152. 歯磨き粉に含まれる合成界面活性剤，発泡剤やサッ
カリンが原因で気持ち悪くなってしまう」3.6%，「148. 肉を食べるとどうも体の調子が悪くなってしまう」
2.9%，「150. 白砂糖は精神的な興奮を引き起こす」2.2%と続いた。
　χ2検定の結果を図11に示した。その他の中で最もχ2値の大きい項目は「149. カフェインなどの刺激物に
弱く，飲みすぎると，てきめんに眠れなくなる」7.9，次いで「154. 代謝のスピードがはやすぎて，すぐに体
重が減ってしまう」3.8であった。そのほか「150. 白砂糖は精神的な興奮を引き起こす」2.6，「152. 歯磨き粉
に含まれる合成界面活性剤，発泡剤やサッカリンが原因で気持ち悪くなってしまう」2.2，「151. 温かい麺類を
食べると腰が抜けてしまう」1.8と続いた。図11に示した項目は上位 1項目のみに 1%水準で有意差がみられ，
残りの項目に有意差はみられなかった。
　オッズ比推定の結果を図12に示した。その他の中で最もオッズ比が大きい項目は「149. カフェインなどの
刺激物に弱く，飲みすぎると，てきめんに眠れなくなる」6.7であった。有意差はみられなかったもののオッ
ズ比の大きいのは「154. 代謝のスピードがはやすぎて，すぐに体重が減ってしまう」6.4，「150. 白砂糖は精神
的な興奮を引き起こす」6.2と続き，χ2検定と同様の項目が上位にあがった。なお，図12に示した項目では
上位 1項目のみに 5%水準で有意差がみられ，残りの項目に有意差はみられなかった。
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149. カフェインなどの刺激物に弱く、飲みすぎる
と、てきめんに眠れなくなる。

154. 代謝のスピードがはやすぎて、すぐに体重が
減ってしまう。

150. 白砂糖は精神的な興奮を引き起こす。

152. 歯磨き粉に含まれる合成界面活性剤、発泡剤や
サッカリンが原因で気持ち悪くなってしまう。

151. 温かい麺類を食べると腰が抜けてしまう。

P<0.01

有意差なし

図11　その他のχ2値比較

6.7 

6.4 

6.2 

4.5 

4.4 

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0

149. カフェインなどの刺激物に弱く、飲みすぎる
と、てきめんに眠れなくなる。

154. 代謝のスピードがはやすぎて、すぐに体重が
減ってしまう。

150. 白砂糖は精神的な興奮を引き起こす。

152. 歯磨き粉に含まれる合成界面活性剤、発泡剤や
サッカリンが原因で気持ち悪くなってしまう。

151. 温かい麺類を食べると腰が抜けてしまう。

Ｐ<0.05

図12　その他のオッズ値比較
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３．２　食生活
３．２．１　食嗜好
　食嗜好の調査項目全49項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「156. 一度好きになっ
たメニューや食べ物にはかなり固執する」27.7%，次いで「177. レバーは，体が受け付けない」16.1%であっ
た。その他「184. わさび，からし，マスタードは，体が受け付けない」「182. 納豆は，体が受け付けない」が
ともに15.3%，「185. 牛乳は，体が受け付けない」13.1%と続いた。なお「180. ブロッコリーは体が受け付けな
い」「179. きゅうりは体が受け付けない」の 2項目はいずれも受講学生のチェック率が 0%であり，理解が得
られにくいことが想定される。
　χ2検定の結果を図13に示した。図13に示した項目はいずれも 1%水準で有意差がみられた。食嗜好の中
で最もχ2値の大きい項目は「180. ブロッコリーは体が受け付けない」14.8，次いで「182. 納豆は体が受け付
けない」14.5であった。その他「179. きゅうりは体が受け付けない」11.9，「187. コーヒーは体が受け付けな
い」10.7，「184. わさび，からし，マスタードは体が受け付けない」10.3と続いた。
　オッズ比推定の結果を図14に示した。なお，図14に示した項目はいずれも 5%水準で有意差がみられた項
目である。食嗜好の中で最もオッズ比の大きい項目は「180. ブロッコリーは体が受け付けない」32.5，次いで
「179. きゅうりは体が受け付けない」29.5であった。その他「188. 食べ物以外も口に入れたくなる」21.7，「159. 
個数がはっきりした食べ物は安心する」19.7，「172. 辛いもの，スパイスの効いたもの，塩分や糖分が強すぎ
るものは体が受け付けない」12.3などが上位にあがった。
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180. ブロッコリーは、体が受け付けない。

182. 納豆は、体が受け付けない。

179. きゅうりは、体が受け付けない。

162. サンドイッチなど片手で食べられるものは味を楽し
む余裕があるので食べやすい。

187. コーヒーは、体が受け付けない。

184. わさび、からし、マスタードは、体が受け付けな
い。

188. 食べ物以外の物も口に入れたくなる。

185. 牛乳は、体が受け付けない。

172. 辛いもの、スパイスの効いたもの、塩分や糖分が強
すぎるものは、体が受け付けない。

159. 個数がはっきりした食べ物は安心する。

165. しんどい時でも食べることができるのは、プリン・
バナナ・白飯である。

158. 工業的に管理されていて味がいつも同じ、重さも、
太さも、包装の色も変わらないものは安心する。

167. 生のトマトはだめでも、トマトジュースは好きでご
くごく飲める。

P<0.01

図13　食嗜好のχ2値比較
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３．２．２　食事量
　食事量の調査項目全 6項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「205. 一日に何回，一回
にどれくらいの量を食べなければならないかわからない」14.6%，次いで「210. ストレスで過食が多くなって
しまう」13.9%であった。その他「206. もう少し食べたい気分でも，苦しくて吐きそうでも，食べる量は『あ
るものがなくなるまで』にしている」7.3%，「208. 給食は圧倒的に量が多く，食べるのがいつも遅い」5.8%，
「209.  薬の副作用の影響を受けやすく，食欲減退や増進になり食べる量が異なる」4.4%と続いた。
　χ2検定の結果を図15に示した。食事量の中で最もχ2値の大きい項目は「205. 一日に何回，一回にどれく
らいの量を食べなければならないかわからない」9.5，次いで「209. 薬の副作用の影響を受けやすく，食欲減
退や増進になり食べる量が異なる」3.0であった。なお，図15に示した項目では上位 1項目のみに 1%水準で
有意差がみられ，残りの項目に有意差は見られなかった。
　オッズ比推定の結果は図16に示した。食嗜好の中で最もオッズ比の大きい項目は「205. 一日に何回，一回
にどれくらいの量を食べなければならないかわからない」4.91であった。なお，図16に示した項目ではこの
1項目のみに5%水準で有意差がみられ，残りの項目に有意差は見られなかった。有意差はみられなかったも
ののオッズ比の大きいのは「209. 薬の副作用の影響を受けやすく，食欲減退や増進になり食べる量が異なる」
5.4，「208. 給食は圧倒的に量が多く，食べるのがいつも遅い」2.4であった。
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180. ブロッコリーは、体が受け付けない。

179. きゅうりは、体が受け付けない。

188. 食べ物以外の物も口に入れたくなる。

159. 個数がはっきりした食べ物は安心する。

172. 辛いもの、スパイスの効いたもの、塩分や糖分が
強すぎるものは、体が受け付けない。

165. しんどい時でも食べることができるのは、プリ
ン・バナナ・白飯である。

182. 納豆は、体が受け付けない。

163. レトルト食品やカップラーメンなら食べられる。

162. サンドイッチなど片手で食べられるものは味を楽
しむ余裕があるので食べやすい。

187. コーヒーは、体が受け付けない。

185. 牛乳は、体が受け付けない。

184. わさび、からし、マスタードは、体が受け付けな
い。

161. 高塩分や高糖分の食品、加工された食品を多く食
べてしまう。

Ｐ＜0.05

図14　食嗜好のオッズ値比較
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３．２．３　食べ方
　食べ方の調査項目全12項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「212. 味が混ざるのが
嫌なので，おかずをすべて食べてから，ご飯に移るというような食べ方をしてしまう」10.9%，次いで「211. 
いつもと違う順序，違う時間に食べることは苦痛である」8.8%であった。その他「220. 食べ物の食べ方が下
手で，皮が上手く剥けずに皮ごと食べているものがある」7.3%，「221. 卵は調理法によって食べられなくなっ
てしまう」6.6%，「217. 肉の付け合わせは○○といったルールが出来てしまっている」4.4%と続いた。
　χ2検定の結果を図17に示した。食べ方の中で最もχ2値の大きい項目は「212. 味が混ざるのが嫌なので，
おかずをすべて食べてから，ご飯に移るというような食べ方をしてしまう」13.8，次いで「211. いつもと違う
順序，違う時間に食べることは苦痛である」10.9であった。その他「217. 肉の付け合わせは○○といったルー
ルが出来てしまっている」5.3，「220. 食べ物の食べ方がへたで，皮が上手く剥けずに皮ごと食べているものが
ある」4.5，「216. 食事のメインはお米で，おかずは気に入ったもの 1品のみがいい」4.4と続いた。なお，図
17に示した項目は上位 2項目に 1%水準で有意差がみられ，残り 3項目に 5%水準で有意差がみられた。
　オッズ比推定の結果を図18に示した。食べ方の中で最もオッズ比の大きい項目は「212. 味が混ざるのが嫌
なので，おかずをすべて食べてから，ご飯に移るというような食べ方をしてしまう」30.2，次いで「211. いつ
もと違う順序，違う時間に食べることは苦痛である」23.8であった。なお，図18に示した項目はχ2検定の結
果と同様の上位 2項目に 5%水準で有意差がみられ，残りの項目に有意差はみられなかった。有意差はみられ
なかったもののオッズ比が大きいのは，「217. 肉の付け合わせは○○といったルールが出来てしまっている」
11.8，「216. 食事のメインはお米で，おかずは気に入ったもの . 品のみがいい」9.9であった。

9.5 

3.0 

1.9 

1.7 

0.0 5.0 10.0

205. 一日に何回、一回にどれくらいの量を食べなければな
らないかわからない。

209. 薬の副作用の影響を受けやすく、食欲減退や増進にな
り食べる量が異なる。

206. もう少し食べたい気分でも、苦しくて吐きそうでも、
食べる量は「あるものがなくなるまで」にしている。

208. 給食は圧倒的に量が多く、食べるのがいつも遅い。

Ｐ<0.01

有意差なし

図15　食事量のχ2値比較
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205. 一日に何回、一回にどれくらいの量を食べなければな
らないかわからない。

209. 薬の副作用の影響を受けやすく、食欲減退や増進にな
り食べる量が異なる。

208. 給食は圧倒的に量が多く、食べるのがいつも遅い。

206. もう少し食べたい気分でも、苦しくて吐きそうでも、
食べる量は「あるものがなくなるまで」にしている。

207. 小食であり外食すると絶対に食べきれない。

Ｐ<0.05

有意差なし

図16　食事量のオッズ値比較
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212. 味が混ざるのが嫌なので、おかずをすべて食べて
から、ご飯に移るというような食べ方をしてしまう。

211. いつもと違う順序、違う時間に食べることは苦痛
である。

217. 肉の付け合わせは○○といったルールが出来てし
まっている。

220. 食べ物の食べ方がへたで、皮が上手く剥けずに皮
ごと食べているものがある。

216. 食事のメインはお米で、おかずは気に入ったもの
１品のみがいい。

P<0.05

P<0. 01 

図17　食べ方のχ2値比較
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212. 味が混ざるのが嫌なので、おかずをすべて食べてから、
ご飯に移るというような食べ方をしてしまう。

211. いつもと違う順序、違う時間に食べることは苦痛であ
る。

217. 肉の付け合わせは○○といったルールが出来てしまって
いる。

216. 食事のメインはお米で、おかずは気に入ったもの１品の
みがいい。

218. 食事は最低１時間はかけてゆっくり食べないと気持ち悪
くなる。

214. 食べ物に対する恐怖心があり、細かく分解してチェック
しないと安心して食べられない。

220. 食べ物の食べ方がへたで、皮が上手く剥けずに皮ごと食
べているものがある。

219. つけあわせは、いつ食べていいのかわからない。

213. 噛む回数が多い物から食べ始め、柔らかい物へと移って
いく食べ方をする。

215. 細かく砕いたり、つぶしたりといった食べ方をするた
め、周囲から汚いと言われてしまう。

222. ピーマンは生では食べられるが、料理などに少量入った
ピーマンは嫌いで、料理そのものが食べられなくなる。

221. 卵は調理法によって食べられなくなってしまう。

P<0.05 

図18　食べ方のオッズ値比較
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３．３　食事と環境
３．３．１　食卓用品
　食卓用品の調査項目全10項目のうち，チェック率が大きいのは「229. 箸の使い方が下手である」25.5%，次
いで「226. アルミ製の食器は，金属の音がとてもつらい」13.9%であった。その他「223. だれが使ったか分か
らない食器を使うのは生理的に受け付けない」13.1%，「224. 給食の箸やスプーンはまとめてクラス分入って
いるのが汚いと感じて嫌である」8.8%，「228. おはしやフォーク，ナイフなどの食器をきれいに使うことにこ
だわりがある」6.6%と続いた。
　χ2検定の結果を図19に示した。食卓用品のなかで最もχ2値の大きい項目は「229. 箸の使い方が下手であ
る」11.5，次いで「228. おはしやフォーク，ナイフなどの食器をきれいに使うことにこだわりがある」8.1で
あった。その他「227. 道具を使う食事は，道具の使い方にエネルギーを使ってしまい十分味わえない」5.3，
「232. 洗い物では食器や水音がぶつかる音に耐えられない」4.4と続いた。なお，図19に示した項目は上位 2
項目に 1%水準で有意差がみられ，残りの 2項目に 5%水準で有意差がみられた。上位項目の「228. おはしや
フォーク，ナイフなどの食器をきれいに使うことにこだわりがある」「227. 道具を使う食事は，道具の使い方
にエネルギーを使ってしまい十分味わえない」「232. 洗い物では食器や水音がぶつかる音に耐えられない」は
いずれも受講学生のチェック率が 0%であり，理解されにくいことが推測される。
　オッズ比推定の結果を図20に示した。食卓用品のなかで最もオッズの比の大きい項目は「228. おはしや
フォーク，ナイフなどの食器をきれいに使うことにこだわりがある」17.7，次いで「229. 箸の使い方が下手で
ある」3.4であった。なお，図20に示した項目は上位 2項目に 5%水準で有意差がみられ，残りの項目に有意
差はみられなかった。有意差はみられなかったもののオッズ比が大きいのは，「227. 道具を使う食事は，道具
の使い方にエネルギーを使ってしまい十分味わえない」11.8，「232. 洗い物では食器や水音がぶつかる音に耐
えられない」9.9であった。
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229. 箸の使い方が下手である。

228. おはしやフォーク、ナイフなどの食器をきれい
に使うことにこだわりがある。

227. 道具を使う食事は、道具の使い方にエネルギー
を使ってしまい十分味わえない。

232. 洗い物では食器や水音がぶつかる音に耐えられ
ない。

P<0.05 

Ｐ<0.01 

図19　食卓用品のχ2値比較
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３．３．２　食に関する場所
　食に関する場所の調査項目全3項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「235.学校では
直前まで勉強していた教室と机で給食を食べるのが嫌である」8.0%，次いで「233.外食は人や音であふれてい
て，味なんてほとんどわからない」「234.食事はいつもと場所が違うのも，味が違うのも，違う人がいるのも，
色々な音がするのも嫌である」がともに5.1%と続いた。
　χ2検定の結果を図21に示した。食に関する場所のなかで最もχ2値の大きい項目は「233.外食は人や音で
あふれていて，味なんてほとんどわからない」6.3，次いで「234.食事はいつもと場所が違うのも，味が違う
のも，違う人がいるのも，色々な音がするのも嫌である」と「235.学校では直前まで勉強していた教室と机で
給食を食べるのが嫌である」がともに5.3と続き，いずれも5%水準で有意差がみられた。
　オッズ比推定の結果を図22に示した。食に関する場所のなかで最もオッズ比の大きい項目は「235.学校で
は直前まで勉強していた教室と机で給食を食べるのが嫌である」5.1であった。図22で示した項目では上位1
項目に5%水準で有意差がみられ，残りの項目に有意差はみられなかった。有意差はみられなかったもののオッ
ズ比の大きい項目は「233. 外食は人や音であふれていて，味なんてほとんどわからない」13.7，「234. 食事は
いつもと場所が違うのも，味が違うのも，違う人がいるのも，色々な音がするのも嫌である」11.8であった。
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228. おはしやフォーク、ナイフなどの食器をきれい
に使うことにこだわりがある。

229. 箸の使い方が下手である。

227. 道具を使う食事は、道具の使い方にエネルギー
を使ってしまい十分味わえない。

232. 洗い物では食器や水音がぶつかる音に耐えられ
ない。

230. 食べ物は手づかみで食べたい。

231. 食管からつがれた食べ物を見ること、食べるこ
とが嫌である。

225. 給食の食器などはにおいが気になってしまい苦
手である。

224. 給食の箸やスプーンはまとめてクラス分入って
いるのが汚いと感じて嫌である。

P<0.05

図20　食卓用品のオッズ値比較
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233. 外食は人や音であふれていて、味なんてほとんど
わからない。

234. 食事はいつもと場所が違うのも、味が違うのも、
違う人がいるのも、色々な音がするのも嫌である。
235. 学校では直前まで勉強していた教室と机で給食を

食べるのが嫌である。

P<0.05 

図21　食に関する場所のχ2値比較
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３．３．３　食に関する人の問題
　食に関する人の問題の調査項目全7項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「237. 誰か
に見られながら食べることは苦である」22.6%，次いで「236. 人の輪の中でどのように振る舞えばいいのかわ
からないため会食はおそろしい」20.4%であった。その他「239. 大人数の食事は，音や匂いなどの情報があふ
れて辛い」16.8%，「240. 給食ではグループで食べるのがうるさくて嫌である」13.9%，「242. みんながいつま
でも話しながら食べているのは苦手である」10.9%と続いた。
　χ2検定の結果を図23に示す。食に関する人の問題の項目の中で最もχ2値の大きい項目は「236.人の輪の
中でどのように振る舞えばいいのかわからないため会食はおそろしい」21.7，次いで「239.大人数の食事は，
音や匂いなどの情報があふれて辛い」16.5，「237.誰かに見られながら食べることは苦である」9.6，「240.給食
ではグループで食べるのがうるさくて嫌である」8.6と続き，これらは1%水準で有意差みられた。
　オッズ比推定の結果を図24に示す。食に関する人の問題の項目の中で最もオッズ比の大きい項目は「236. 
人の輪の中でどのように振る舞えばいいのかわからないため会食はおそろしい」15.0，次いで「239. 大人数の
食事は，音や匂いなどの情報があふれて辛い」11.8，「240. 給食ではグループで食べるのがうるさくて嫌であ
る」4.6と続いた。なお，図24に示した項目はいずれも5%水準で有意差がみられた。
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235. 学校では直前まで勉強していた教室と机で給食を
食べるのが嫌である。

233. 外食は人や音であふれていて、味なんてほとんど
わからない。

234. 食事はいつもと場所が違うのも、味が違うのも、
違う人がいるのも、色々な音がするのも嫌である。

Ｐ＜0.05

図22　食に関する場所のオッズ値比較
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236. 人の輪の中でどのように振る舞えばいいのかわからな
いため会食はおそろしい。

239. 大人数の食事は、音や匂いなどの情報があふれて辛
い。

237. 誰かに見られながら食べることは苦である。

240. 給食ではグループで食べるのがうるさくて嫌である。

242. みんながいつまでも話しながら食べているのは苦手で
ある。

Ｐ<0.01

Ｐ<0.05

図23　食に関する人の問題のχ2値比較

 

15.0 

11.8 

4.6 

4.4 

3.2 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0
236. 人の輪の中でどのように振る舞えばいいのかわ

からないため会食はおそろしい。
239. 大人数の食事は、音や匂いなどの情報があふれ

て辛い。
240. 給食ではグループで食べるのがうるさくて嫌で

ある。
242. みんながいつまでも話しながら食べているのは

苦手である。

237. 誰かに見られながら食べることは苦である。

Ｐ<0.05

図24　食に関する人の問題のオッズ値比較

－ 33 －

髙橋，他 : 発達障害者の「食」の困難・ニーズに関する研究



３．３．４　食に関する状況の問題
　食に関する状況の問題の調査項目全 8項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は「244. 見
た目も，においも，材料も知らない物なんて食べたくない」9.5%，次いで「243. 何より嫌なのは，新しいも
の試しに食べてみることである」8.8%であった。その他「248. 泊まりの学校の行事などでは，全く食べるこ
とができなくなる」と「249. 同じ皿に盛った料理をみんなで一緒につつくのは我慢ならない」がともに5.8%
と続いている。　
　χ2検定の結果を図25に示した。食に関する状況の問題のなかで最もχ2値の大きい項目は「245. 家庭の食事
も音楽やテレビが流れていたり，人が一斉に話したりと騒がしく，ストレスだらけである」6.3，次いで「243. 
何より嫌なのは，新しいもの試しに食べてみることである」6.2であった。その他「248.泊まりの学校の行事な
どでは，全く食べることができなくなる」「249. 同じ皿に盛った料理をみんなで一緒につつくのは我慢ならな
い」がともに4.7，「247. 他人とのディナーのようなストレス下では味覚も食欲も，自分が何をしているのかも
感じることができない」4.4と続いた。なお，図25に示した項目はいずれも5%水準で有意差がみられた。
　オッズ比推定の結果を図26に示した。食に関する状況の問題のなかで最もオッズ比の大きい項目は「243. 
何より嫌なのは，新しいもの試しに食べてみることである」6.2であり，これは5%水準で有意差がみられた
（残りの項目に有意差はみられなかった）。有意差はみられなかったもののオッズ比が大きいのは「245. 家庭の
食事も音楽やテレビが流れていたり，人が一斉に話したりと騒がしく，ストレスだらけである」13.7，「247. 
他人とのディナーのようなストレス下では味覚も食欲も，自分が何をしているのかも感じることができない」
9.9，「248. 泊まりの学校の行事などでは，全く食べることができなくなる」「249. 同じ皿に盛った料理をみん
なで一緒につつくのは我慢ならない」がともに7.3と続いた。
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245. 家庭の食事も音楽やテレビが流れていたり、人が一斉に
話したりと騒がしく、ストレスだらけである。

243. 何より嫌なのは、新しいもの試しに食べてみることであ
る。

248. 泊まりの学校の行事などでは、全く食べることができな
くなる。

249. 同じ皿に盛った料理をみんなで一緒につつくのは我慢な
らない。

247. 他人とのディナーのようなストレス下では味覚も食欲
も、自分が何をしているのかも感じることができない。

Ｐ<0.05

図25　食に関する状況の問題のχ2値比較
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243. 何より嫌なのは、新しいもの試しに食べてみることであ
る。

245. 家庭の食事も音楽やテレビが流れていたり、人が一斉に
話したりと騒がしく、ストレスだらけである。

247. 他人とのディナーのようなストレス下では味覚も食欲
も、自分が何をしているのかも感じることができない。

248. 泊まりの学校の行事などでは、全く食べることができな
くなる。

249. 同じ皿に盛った料理をみんなで一緒につつくのは我慢な
らない。

246. 食事場面では無意味な音や他人の動きに耐えるために、
歯ぎしりやハミング、自分を叩いたりしてしまう。

250. 本を読むなど、何かをしながらでないと食べることがで
きない。

Ｐ<0.05 

図26　食に関する状況の問題のオッズ値比較
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３．３．５　その他
　その他の調査項目全10項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きいのは「254. 嫌いなものがメ
ニューに入っている日は給食の時間が来るのが苦痛だった」20.4%，次いで「253. 給食では居残りして食べさ
せられ，拷問であると感じた」16.8%であった。他にも「252. 子どもの頃に無理強いされたものは一番苦手な
ものになっている」10.9%，「258. 夜食を食べるとよく眠れるので頻繁に食べてしまう」9.5%と続いた。
　χ2検定の結果を図27に示した。その他のなかで最もχ2値の大きい項目は「258. 夜食を食べるとよく眠れ
るので頻繁に食べてしまう」9.2，次いで「252. 子どもの頃に無理強いされたものは一番苦手なものになって
いる」8.8であった。その他「254. 嫌いなものがメニューに入っている日は給食の時間が来るのが苦痛だった」
6.2，「253. 給食では居残りして食べさせられ，拷問であると感じた」6.1と続いた。なお，図27に示した項目
では上位 2項目に 1%水準で有意差が，残り 2項目に 5%水準で有意差がみられた。
　オッズ比推定の結果を図28に示した。その他の中で最もオッズ比の大きい項目は「258. 夜食を食べるとよ
く眠れるので頻繁に食べてしまう」12.4，次いで「252. 子どもの頃に無理強いされたものは一番苦手なものに
なっている」7.2であった。その他「253. 給食では居残りして食べさせられ，拷問であると感じた」2.8，「254. 
嫌いなものがメニューに入っている日は給食の時間が来るのが苦痛だった」2.3と続いた。これらはいずれも
5%水準で有意差がみられた。

３．４　発達障害本人の困難度が高い上位20項目
　食の困難に関する調査項目全260項目のうち，χ2値が大きく，周囲の理解が得られにくくて困難度が特に大
きいと考えられる上位20項目を図29に示した。
　全項目の中で最もχ2値が大きい項目は「236. 人の輪の中でどのように振る舞えばいいのかわからないため
会食はおそろしい」21.7 であった。この項目は発達障害本人のチェック率20.0%に対して受講学生のチェック
率が1.7%と低い。次いで，「42. においの強い食品は食べられない」17.0，「239. 大人数の食事は，音や匂いな
どの情報があふれて辛い」16.5，「63. 自分が予想していた味と違う味だと食べられない」15.8，「98. 魚の小骨

9.2 

8.8 

6.2 

6.1 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

258. 夜食を食べるとよく眠れるので頻繁に食べて
しまう。

252. 子どもの頃に無理強いされたものは一番苦手
なものになっている。

254. 嫌いなものがメニューに入っている日は給食
の時間が来るのが苦痛だった。

253. 給食では居残りして食べさせられ、拷問であ
ると感じた。

P<0.01

P<0.05

図27　その他のχ2値比較
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258. 夜食を食べるとよく眠れるので頻繁に食べ
てしまう。

252. 子どもの頃に無理強いされたものは一番苦
手なものになっている。

253. 給食では居残りして食べさせられ、拷問で
あると感じた。

254. 嫌いなものがメニューに入っている日は給
食の時間が来るのが苦痛だった。

P<0.05

図28　その他のオッズ値比較
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は全部はずさないと，必ずのどに引っかかってしまう」15.2，「28. 色や形以前に，見るだけで気持ち悪かった
り，怖い食べ物がある」15.0と続いた。図29に示した項目はいずれも1%水準で有意差がみられた。

　χ2検定やオッズ比推定による対象者間の比較において，発達障害本人は受講学生に比べて食に関する困難
を示す割合が有意に大きいことが明らかとなった。次に各項目間で，発達障害本人の抱える困難に差があるの
か否かを明らかにするために残差分析を行った。
　残差分析の結果を表１に示した。項目間で比較すると「摂食中枢」「食卓用品」「食に関する人の問題」の項
目で他の項目よりも 1%水準で有意に困難があり，また「食事量」の項目で他の項目よりも 5%水準で有意に
困難があることがわかった。
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236. 人の輪の中でどのように振る舞えばいいのかわからな
いため会食はおそろしい。

42. においの強い食品は食べられない。

239. 大人数の食事は、音や匂いなどの情報があふれて辛
い。

63. 自分が予想していた味と違う味だと食べられない。

98. 魚の小骨は全部はずさないと、必ずのどに引っかかって
しまう。

28. 色や形以前に、見るだけで気持ち悪かったり、怖い食べ
物がある。

180. ブロッコリーは、体が受け付けない。

12. 頭をよく働かせている時には水分が欲しくなり、四六時
中ガバガバと水を飲んでしまう。

182. 納豆は、体が受け付けない。

11. 異常に喉が渇き、一日に何リットルも飲み物を飲んでし
まう。

84. ひどい猫舌で熱い物を食べられない。

212. 味が混ざるのが嫌なので、おかずをすべて食べてか
ら、ご飯に移る食べ方をしてしまう。

23. 自分が何を食べたいのかわからないので、毎日同じもの
を食べる。

1. お腹がすくという感覚がよくわからない。

179. きゅうりは、体が受け付けない。

162. サンドイッチなど片手で食べられるものは味を楽しむ
余裕があるので食べやすい。

229. 箸の使い方が下手である。

4. 気がついたらひどくお腹がすいていることがある。

40. 食堂、パン屋、魚売り場、レストランの厨房などはにお
いが強く、吐気をもよおす。

211. いつもと違う順序、違う時間に食べることは苦痛であ
る。

P<0.01

図29　食に関する困難の大きい上位20項目（χ2値比較）
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表1　大項目間の残差分析結果

大項目 調整された残差
摂食中枢 13.36

感覚器 -0.08

消火器 -4.11

循環器 -5.62

免疫・アレルギー -12.02

その他 -3.84

食嗜好 1.08

食事量 2.46

食べ方 -2.86

食卓用品 3.96

食に関する場所 -0.32

食に関する人の問題 9.66

食に関する状況の問題 -0.92

その他 1.00

　次に，食の困難に関する調査項目全260項目のうち，残差分析の結果，標準残差偏差値が大きく，発達障害
本人が他の項目に比べて特に困難を抱える傾向の大きい上位20項目を図30に示した。発達障害本人の困難を
示す割合が最も大きい項目は「156. 一度好きになったメニューや食べ物にはかなり固執する」12.3であった。
この項目は発達障害本人，受講学生ともにチェック率が26%前後と大きいことから，障害の有無に限らず誰
もが抱えうるものであることが推測される。次いで，「229. 箸の使い方が下手である」10.8，「26. 食欲の差が
激しく，食欲のない時はとことん食べず，ある時はとことん食べまくる」10.4，「4. 気がついたらひどくお腹
がすいていることがある」9.9，「237. 誰かに見られながら食べることは苦である」9.0，「84. ひどい猫舌で熱い
物を食べられない」8.2と続いた。なお，図30に示した項目はいずれも 1%水準で有意差がみられた。
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４．「食」の困難の理解・支援に関する調査の結果

４．１　体の構造と食物
４．１．１　摂食中枢
　摂食中枢に関する理解・支援の調査項目全 7項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は
「261. 空腹の目安として一番頼りにしているのは時刻である」14.6 %，次いで「264. こまめにおやつをつまむ
ことを認めてほしい」13.9%であった。その他「66. 周りの人が食べている姿を見ると，自然と食べようとい
う気持ちになる」13.1%，「267. 食欲がなくても，家族や大好きな人が食べている姿をみると食欲が出てくる」
「265. 無農薬野菜で作る料理は自然と食欲をかきたてる」がともに11.7%と続いた。
　χ2検定の結果を図31に示した。χ2値の大きい項目ほど周囲からの理解が得られにくく，「食」の困難に関
する理解・支援を特に必要とする項目であると考えられる。摂食中枢の中で最も理解・支援を必要とする項目
は「264. こまめにおやつをつまむことを認めてほしい」8.6，次いで「261. 空腹の目安として一番頼りにして
いるのは時刻である」7.8，「263. 一度に少量ずつ何回も食べることで，空腹になるのを防いでいる」7.2であ
り，これらは1%水準で有意差がみられた。
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156. 一度好きになったメニューや食べ物にはかなり固執する。

229. 箸の使い方が下手である。

26. 食欲の差が激しく、食欲のない時はとことん食べず、ある時
はとことん食べまくる。

4. 気がついたらひどくお腹がすいていることがある。

237. 誰かに見られながら食べることは苦である。

84. ひどい猫舌で熱い物を食べられない。

25. 糖分や塩分への強い欲求がある。

236. 人の輪の中でどのように振る舞えばいいのかわからない
ため会食はおそろしい。

254. 嫌いなものがメニューに入っている日は給食の時間が来
るのが苦痛だった。

3. ストレスを感じると空腹を全く感じなくなる。

28. 色や形以前に、見るだけで気持ち悪かったり、怖い食べ物
がある。

11. 異常に喉が渇き、一日に何リットルも飲み物を飲んでしま
う。

98. 魚の小骨は全部はずさないと、必ずのどに引っかかってし
まう。

239. 大人数の食事は、音や匂いなどの情報があふれて辛い。

253. 給食では居残りして食べさせられ、拷問であると感じた。

177. レバーは、体が受け付けない。

12. 頭をよく働かせている時には水分が欲しくなり、四六時中ガ
バガバと水を飲んでしまう。

14. 満腹中枢が上手く働かず、すぐに何かを食べようとしてしま
う。

42. においの強い食品は食べられない。

101. 疲れている時は舌を噛んだり、誤嚥しやすい。

P＜0.01

図30　本人が困難を示す割合の大きい上位20項目（標準正規偏差値比較）

－ 38 －

東 京 学 芸 大 学 紀 要　総合教育科学系Ⅱ　第66集（2015）



　次にオッズ比推定の結果を図32に示した。摂食中枢の中で最も理解・支援を求める項目は「264. こまめに
おやつをつまむことを認めてほしい」4.6，次いで「261. 空腹の目安として一番頼りにしているのは時刻であ
る」3.9であり，これらは 1%水準の有意差がみられた。また，有意差はみられなかったもののオッズ比の大
きいのは「263. 一度に少量ずつ何回も食べることで，空腹になるのを防いでいる」15.7，「262. 給水や昼食の
時間をあらかじめ決めてほしい」6.4であった。

４．１．２　感覚器系
　感覚器系に関する理解・支援の調査項目全11項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は
「276. ガムを噛むと気持ちが安定する」18.2%，次いで「268. 生野菜は火を通せば，においがしなくなる」8.0%
であった。その他，「269. 生野菜は和風・中華・青じそドレッシングをかけると，雑草の臭いがかなり消える」
7.3%，「275. 堅くてこりこりするものや，噛みごたえのあるしこしこしたものを噛むと落ち着く」6.6%，「272. 
味付けはスパイスたっぷりで，香味のキツイものなら食べられる」「274. 歯ごたえのあるものをふりかければ
嫌いな食感をごまかせる時もある」がともに5.1%と続いている。
　χ2検定の結果を図33に示した。感覚器系のなかで最も理解・支援を必要とする項目は「268. 生野菜は火を
通せば，においがしなくなるのでそうしてほしい」10.0，次いで「276. ガムを噛むと気持ちが安定する」7.5
であり，1%水準で有意差がみられた。その他，「274. 歯ごたえのあるものをふりかければ嫌いな食感をごま
かせる時もある」6.3，「277. 舌触りが柔らかく，口の中に刺さらない食べものは食べられる」5.3，「269. 生野
菜は和風・中華・青じそドレッシングをかけると，雑草の臭いがかなり消えるのでそうしてほしい」4.5と続
き，これらは 5%水準で有意差がみられた。
　オッズ比推定の結果を図34に示した。摂食中枢のなかで最も理解・支援を求める項目は「268. 生野菜は火
を通せば，においがしなくなるのでそうしてほしい」21.7，次いで「276. ガムを噛むと気持ちが安定する」3.1
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264. こまめにおやつをつまむことを認めてほしい。

261. 空腹の目安として一番頼りにしているのは時刻であ
る。

263. 一度に少量ずつ何回も食べることで、空腹になるのを
防いでいる。

262. 給水や昼食の時間をあらかじめ決めてほしい。

265. 無農薬野菜で作る料理は自然と食欲をかきたてる。

P<0.01

有意差なし

図31　摂食中枢に関する理解・支援のχ2値比較
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264. こまめにおやつをつまむことを認めてほしい。

261. 空腹の目安として一番頼りにしているのは時刻であ
る。

263. 一度に少量ずつ何回も食べることで、空腹になるのを
防いでいる。

262. 給水や昼食の時間をあらかじめ決めてほしい。

265. 無農薬野菜で作る料理は自然と食欲をかきたてる。

P<0.0１

図32　摂食中枢に関する理解・支援のオッズ値比較
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であり，これらは 5%水準で有意差がみられ，残りの項目に有意差はみられなかった。有意差はみられなかっ
たもののオッズ比が大きいのは「274. 歯ごたえのあるものをふりかければ嫌いな食感をごまかせる時もある」
13.7，「277. 舌触りが柔らかく，口の中に刺さらない食べものは食べられる」11.8である。

４．１．３　咀嚼・嚥下，消火器系
　咀嚼・嚥下，消化器系に関する理解・支援の調査項目は「279. 硬い物は大きく切り，柔らかい物は細かく切
り，フォークを使って食べると誤嚥が減る」の全 1項目のみで，チェック率は4.4%であった。χ2検定の結果
は図35であるが，「279. 硬い物は大きく切り，柔らかい物は細かく切り，フォークを使って食べると誤嚥が減
る」のχ2値は5.3で 5%水準の有意差がみられた。オッズ比推定の結果は図36であるが，オッズ値は11.8と
高い値を示したが有意差はみられなかった。
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268. 生野菜は火を通せば、においがしなくなるのでそ
うしてほしい。

276. ガムを噛むと気持ちが安定する。

274. 歯ごたえのあるものをふりかければ嫌いな食感を
ごまかせる時もある。

277. 舌触りが柔らかく、口の中に刺さらない食べもの
は食べられる。

269. 生野菜は和風・中華・青じそドレッシングをかけ
ると、雑草の臭いがかなり消えるのでそうしてほし

い。

271. キャベツの千切りは細くて、水にさらしてあると
臭いが消えているので食べられる。

278. 食べ物をつぶして、練り混ぜて食べると歯ごたえ
や舌触りをごまかせるのでそうさせてほしい。

P< 0.05

P< 0.01

図33　感覚器に関する理解・支援のχ2値比較
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268. 生野菜は火を通せば、においがしなくなるので
そうしてほしい。

276. ガムを噛むと気持ちが安定する。

274. 歯ごたえのあるものをふりかければ嫌いな食感
をごまかせる時もある。

277. 舌触りが柔らかく、口の中に刺さらない食べも
のは食べられる。

271. キャベツの千切りは細くて、水にさらしてある
と臭いが消えているので食べられる。

278. 食べ物をつぶして、練り混ぜて食べると歯ごた
えや舌触りをごまかせるのでそうさせてほしい。
272. 味付けはスパイスたっぷりで、香味のキツイも

のなら食べられる。
270. トマトなどは完熟だと雑草のにおいと味がしな

いので食べられる。

P<0.05

図34　感覚器に関する理解・支援のオッズ値比較
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４．１．４　循環器系
　循環器系に関する理解・支援の調査項目全 2項目のうち，発達障害本人のチェック率が最も大きい項目は
「281. 香味野菜を食べるとエネルギーが体の内側からわいて，体も動かしやすくなる」5.1%，次いで「280. レ
タスを食べると頭と胸の中がさわやかになり，淀んだ感じがなくなり血がきれいになった感じがする」4.4%
であった。
　χ2検定結果を図37に示したが，「280. レタスを食べると頭と胸の中がさわやかになり，淀んだ感じがなく
なり血がきれいになった感じがする」5.3は 5%水準で有意差がみられ，「281. 香味野菜を食べるとエネルギー
が体の内側からわいて，体も動かしやすくなる」6.4には有意差はみられなかった。
　オッズ比推定の結果を図38に示したが，「280. レタスを食べると頭と胸の中がさわやかになり，淀んだ感じ
がなくなり血がきれいになった感じがする」11.8，「281. 香味野菜を食べるとエネルギーが体の内側からわい
て，体も動かしやすくなる」6.4はともに有意差がみられなかった。
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279. 硬い物は大きく切り、柔らかい物は細かく
切り、フォークを使って食べると誤嚥が減る。 P<0.05

図35　咀嚼・嚥下，消化器に関する理解・支援のχ2値比較
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280. レタスを食べると頭と胸の中がさわやかになり、淀
んだ感じがなくなり血がきれいになった感じがする。

281. 香味野菜を食べるとエネルギーが体の内側からわ
いて、体も動かしやすくなる。

P<0.05

図37　循環器に関する理解・支援のχ2値比較
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279. 硬い物は大きく切り、柔らかい物は細かく
切り、フォークを使って食べると誤嚥が減る。 有意差なし

図36　咀嚼・嚥下，消化器に関する理解・支援のオッズ値比較
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280. レタスを食べると頭と胸の中がさわやかに
なり、淀んだ感じがなくなり血がきれいになっ

た感じがする。

281. 香味野菜を食べるとエネルギーが体の内側
からわいて、体も動かしやすくなる。

有意差なし 

図38　循環器に関する理解・支援のオッズ値比較
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４．１．５　免疫・アレルギー
　免疫・アレルギーに関する理解・支援の調査項目全 6項目のうち，本人のチェック率が最も大きいのは
「284. 『無添加』と言う商品や，添加物の少ない食品を選んで食べている」8.0%，次いで「285. ファーストフー
ドや全国チェーンの安いファミレスは添加物が多いので行かない」4.4%であった。その他，「287. マルチビタ
ミンやミネラルの錠剤を飲み始めてから，不安感が和らいだ」2.9%，「282. 食品添加物の入った食べ物をやめ
てから，体の状態が良くなった」2.2%，「283. 添加物の入った食べ物の摂取をやめてから，偏頭痛が軽くなり，
慢性疲労や消耗感が薄らぎ，興奮状態になることも少なくなった」0.7%と続いている。
　χ2検定結果の結果を図39に示した。免疫・アレルギーのなかで最も理解・支援を必要とする項目は「287. 
マルチビタミンやミネラルの錠剤を飲み始めてから，不安感が和らいだ」1.4，次いで「286. ビタミンCの錠剤
を飲み始めてから，歯茎から血が出ることが少なくなった」1.2であるが，いずれも有意差がみられなかった。
　オッズ比推定の結果を図40に示した。循環器のなかで最もオッズ比の大きい項目は「287. マルチビタミン
やミネラルの錠剤を飲み始めてから，不安感が和らいだ」3.5，次いで「282. 食品添加物の入った食べ物をや
めてから，体の状態が良くなった」「283. 添加物の入った食べ物の摂取をやめてから，偏頭痛が軽くなり，慢
性疲労や消耗感が薄らぎ，興奮状態になることも少なくなった」がともに2.6であった。しかし，図40に示し
た項目はいずれも有意差がみられなかった。

４．２　食生活
４．２．１　食嗜好
　食嗜好に関する理解・支援の調査項目全 9項目のうち，本人のチェック率が最も大きいのは「296. 自分で選
んだ食べ物は，おいしく味わい，楽しむことができる」21.9%，次いで「291. 自ら愛情を持って育てた食物は，
食べられるようになった」であった。その他，「294. 生活全体に余裕が出ると，色々な物が食べられ，消化で
きるようになった」と「295. 『これが食べたいの？』と聞かれてもわからないが『これが食べたくないの？』
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287. マルチビタミンやミネラルの錠剤を飲み始めてから、
不安感が和らいだ。

286. ビタミンCの錠剤を飲み始めてから、歯茎から血が
出ることが少なくなった。

283. 添加物の入った食べ物の摂取をやめてから、偏頭
痛が軽くなり、慢性疲労や消耗感が薄らぎ、興奮状態に

なることも少なくなった。

282. 食品添加物の入った食べ物をやめてから、体の状
態が良くなった。

有意差なし

図39　免疫・アレルギーに関する理解・支援のχ2値比較
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287. マルチビタミンやミネラルの錠剤を飲み始めてか
ら、不安感が和らいだ。

282. 食品添加物の入った食べ物をやめてから、体の状
態が良くなった。

283. 添加物の入った食べ物の摂取をやめてから、偏頭
痛が軽くなり、慢性疲労や消耗感が薄らぎ、興奮状態

になることも少なくなった。

有意差
なし

図40　免疫・アレルギーに関する理解・支援のオッズ値比較
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と聞かれると自分の気持ちを確認することが出来る」がともに5.1%，「292. みんなの食べている物を食べたい
と思ってまねをしたので，食べられる物が増えた」4.4%と続いている。
　χ2検定結果を図41に示した。食嗜好のなかで最も理解・支援を必要とする項目は「296. 自分で選んだ食べ
物は，おいしく味わい，楽しむことができる」8.8，次いで「291. 自ら愛情を持って育てた食物は，食べられ
るようになった」3.8であった。その他，「294. 生活全体に余裕が出ると，色々な物が食べられ，消化できるよ
うになった」2.2，「289. ピーマンは若くてやわらかいうちに収穫すると，歯ざわりもにおいも，苦味も少ない
ので食べることができる」1.8，「295. 『これが食べたいの？』と聞かれてもわからないが『これが食べたくな
いの？』と聞かれると自分の気持ちを確認することが出来る」1.1と続いた。なお，図41に示した項目は上位
1項目のみに 1%水準の有意差がみられたが，残りの項目に有意差はみられなかった。
　オッズ比推定の結果を図42に示した。食嗜好の中で最も理解・支援を求める項目は「296. 自分で選んだ食
べ物は，おいしく味わい，楽しむことができる。」3.1であった。有意差はみられなかったものの，オッズ比の
高かったのは「291. 自ら愛情を持って育てた食物は，食べられるようになった」6.4，「289. ピーマンは若くて
やわらかいうちに収穫すると，歯ざわりもにおいも，苦味も少ないので食べることができる」4.4，「294. 生活
全体に余裕が出ると，色々な物が食べられ，消化できるようになった」3.2であった。
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296. 自分で選んだ食べ物は、おいしく味わい、楽しむことが
できる。

291. 自ら愛情を持って育てた食物は、食べられるようになっ
た。

294. 生活全体に余裕が出ると、色々な物が食べられ、消化
できるようになった。

289. ピーマンは若くてやわらかいうちに収穫すると、歯ざわ
りもにおいも、苦味も少ないので食べることができる。

295. 「これが食べたいの？」と聞かれてもわからないが「これ
が食べたくないの？」と聞かれると自分の気持ちを確認する

ことが出来る。

P<0.01

有意差なし

図41　食嗜好に関する理解・支援のχ2値比較
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296. 自分で選んだ食べ物は、おいしく味わい、楽しむことが
できる。

291. 自ら愛情を持って育てた食物は、食べられるようになっ
た。

289. ピーマンは若くてやわらかいうちに収穫すると、歯ざわ
りもにおいも、苦味も少ないので食べることができる。

294. 生活全体に余裕が出ると、色々な物が食べられ、消化で
きるようになった。

288. トマトにはちみつをかけたらトマトが食べられるように
なった。

290. 食べ物の勉強をした後には、食べられる物が増えた。

295. 「これが食べたいの？」と聞かれてもわからないが「こ
れが食べたくないの？」と聞かれると自分の気持ちを確認す

ることが出来る。

P<0.05

図42　食嗜好に関する理解・支援のオッズ値比較
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４．２．２　食事量
　食事量に関する理解・支援の調査項目は全 3項目のみであり，本人のチェック率が最も大きいのは「297. 食
事は一人分ずつ分けてあると，食べる量がわかりやすいのでそうしてほしい」13.9%，次いで「298. お皿から
とるおかずはとり皿を決めて，食べすぎを減らすようにしている」10.2%，「299. カロリー計算の勉強をして
から，夕ご飯の後に食べすぎて具合が悪くなることがなくなった」4.4%であった。
　χ2検定結果を図43に示した。食事量の中で最も理解・支援を必要とする項目は「298. お皿からとるおかず
はとり皿を決めて，食べすぎを減らすようにしている」7.9，次いで「297. 食事は一人分ずつ分けてあると，
食べる量がわかりやすいのでそうしてほしい」7.0であった。なお，この 2項目において 1%水準の有意差が
みられ，残りの項目に有意差はみられなかった。
　オッズ比推定の結果を図44に示した。食事量の中で最も理解・支援を必要とする項目は「298. お皿からと
るおかずはとり皿を決めて，食べすぎを減らすようにしている」6.7，次いで「297. 食事は一人分ずつ分けて
あると，食べる量がわかりやすいのでそうしてほしい」3.7であった。なお，図44に示す項目は上位 2項目で
有意差がみられ，残りの項目に有意差はみられなかった。食事量を調節するためお皿や盛りつけ方などに関す
る理解・支援を求めている人が多いことがわかる。

４．３　食事と環境
４．３．１　食卓用品
　食卓用品に関する理解・支援の調査項目は全 2項目のみであり，発達障害本人のチェック率は「300. 金属音
が嫌いなのでプラスチック製や木製の食器にしてほしい」9.5%，「301. 持参したカトラリーセットを使うこと
を認めてほしい」3.6%であった。
　χ2検定の結果を図45に示したが，「301. 持参したカトラリーセットを使うことを認めてほしい」4.4は 5%

水準で有意差がみられ，「300. 金属音が嫌いなのでプラスチック製や木製の食器にしてほしい」はチェック率
は高かったものの，有意差が見られなかった。オッズ比推定の結果を図46に示したが，「301. 持参したカトラ
リーセットを使うことを認めてほしい」9.9であったが，有意差はみられなかった。
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298. お皿からとるおかずはとり皿を決めて、食べすぎを減ら
すようにしている。

297. 食事は一人分づつ分けてあると、食べる量がわかりや
すいのでそうしてほしい。

299. カロリー計算の勉強をしてから、夕ご飯の後に食べすぎ
て具合が悪くなることがなくなった。

p<0.01

有意差なし

図43　食事量に関する理解・支援のχ2値比較
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298. お皿からとるおかずはとり皿を決めて、食べすぎを減
らすようにしている。

297. 食事は一人分づつ分けてあると、食べる量がわかりや
すいのでそうしてほしい。

299. カロリー計算の勉強をしてから、夕ご飯の後に食べす
ぎて具合が悪くなることがなくなった。

P<0.05

図44　食事量に関する理解・支援のオッズ値比較

－ 44 －

東 京 学 芸 大 学 紀 要　総合教育科学系Ⅱ　第66集（2015）



４．３．２　食事場所
　食事場所に関する理解・支援の調査項目は全 2項目のみであり，発達障害本人のチェック率は「303. 外食で
も個室だと食べること出来る」8.0%，「302. 行きつけのお店では毎回同じ座敷，座る席順も同じなので安心出
来る」6.6%であった。
　χ2検定の結果を図47に示した。食事場所に関して最も理解・支援を必要とする項目は「303. 外食でも個室
だと食べること出来る」10.0（1%水準で有意差がみられた），次いで「302. 行きつけのお店では毎回同じ座
敷，座る席順も同じなので安心出来る」5.6であった（5%水準で有意差がみられた）。
　オッズ比推定の結果を図48に示した。食事場所に関して最も理解・支援を求める項目は「303. 外食でも個
室だと食べること出来る」21.7，次いで「302. 行きつけのお店では毎回同じ座敷，座る席順も同じなので安心
出来る」8.3であった。これらの項目はいずれも 5%水準の有意差がみられた。
　関係して，「304. 一人にさせてもらえば，少しは食べられるときもある」のチェック率は8.0%，χ2検定では
「304. 一人にさせてもらえば，少しは食べられるときもある」のχ2値は7.4で，1%水準で有意差が見られ，
オッズ比推定の結果でもオッズ値は10.3と高い値を示し，5%水準で有意差がみられた。
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301. 持参したカトラリーセットを使うことを認めてほ
しい。 P<0.05

図45　食卓用品に関する理解・支援のχ2値比較
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0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

303. 外食でも個室だと食べること出来る。

302. 行きつけのお店では毎回同じ座敷、座る席順
も同じなので安心出来る。

P<0.01

Ｐ<0.05

図47　食事場所に関する理解・支援のχ2値比較
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1.0

0.0 5.0 10.0 15.0

301. 持参したカトラリーセットを使うことを認めてほし
い。

300. 金属音が嫌いなのでプラスチック製や木製の食器に
してほしい。

有意差なし 

図46　食卓用品に関する理解・支援のオッズ値比較
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４．３．２　食事の状況
　食事の状況に関する理解・支援の調査項目は全 2項目のみであり，発達障害本人のチェック率が最も大きい
項目は「306. 新しい食べ物は，事前に紹介されていれば大丈夫である」9.5%，次いで「305. みんなで食べる
時には一皿でおしまいのものなら食べることができる」4.4%であった。
　χ2検定の結果を図49に示した。食事の状況に関して最も理解・支援を必要とする項目は「306. 新しい食べ
物は，事前に紹介されていれば大丈夫である」9.2（1%水準で有意差あり），次いで「305. みんなで食べる時
には一皿でおしまいのものなら食べることができる」5.3（5%水準で有意差あり）であった。
　オッズ比推定の結果を図50に示した。食事の状況に関して最も理解・支援を求める項目は「306. 新しい食
べ物は，事前に紹介されていれば大丈夫である」12.4であった（5%水準で有意差あり，残りの項目に有意差
はみられない）。有意差はみられなかったものの，オッズ比が大きいのは「305. みんなで食べる時には一皿で
おしまいのものなら食べることができる」11.8であった。

４．４　発達障害の本人が求める理解・支援の上位20項目
　食の理解・支援に関する調査項目全46項目のうち，χ2検定の結果，理解・支援を必要とすると考えられる
上位20項目を図51に示す。最も理解・支援を必要とする項目は「268. 生野菜は火を通せば，においがしなく
なるのでそうしてほしい」と「303. 外食でも個室だと食べること出来る」でともに10.0，次いで「306. 新しい
食べ物は，事前に紹介されていれば大丈夫である」9.2，「296. 自分で選んだ食べ物は，おいしく味わい，楽し
むことができる」8.8，「264. こまめにおやつをつまむことを認めてほしい」8.6，「298. お皿からとるおかずは
とり皿を決めて，食べすぎを減らすようにしている」7.9と続いた。

21.7

8.3

0.0 10.0 20.0 30.0

303. 外食でも個室だと食べること出来る。

302. 行きつけのお店では毎回同じ座敷、座る席順も同じ
なので安心出来る。

P<0.05

図48　食事場所に関する理解・支援のオッズ値比較
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306. 新しい食べ物は、事前に紹介されていれば大
丈夫である。

305. みんなで食べる時には一皿でおしまいのもの
なら食べることができる。

P<0.01

Ｐ<0.05

図49　食事の状況に関する理解・支援のχ2値比較
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11.4 11.6 11.8 12.0 12.2 12.4 12.6

306. 新しい食べ物は、事前に紹介されていれば大
丈夫である。

305. みんなで食べる時には一皿でおしまいのもの
なら食べることができる。

Ｐ<0.05

図50　食事の状況に関する理解・支援のオッズ値比較
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　χ2検定やオッズ比推定により，発達障害本人は受講学生に比べて「食に関する理解・支援を求める」割合
が有意に大きいことが明らかとなった。次に項目間で発達障害本人の求める理解・支援の程度にどのような差
があるのかを明らかにするために残差分析を行った。
　残差分析の結果を表２に示す。項目間で比較すると，「摂食中枢」の項目で他の項目よりも 1%水準で有意
に理解・支援を必要としており，また「食事量」の項目で他の項目よりも 5%水準で有意に理解・支援を必要
としていることが明らかとなった。
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268. 生野菜は火を通せば、においがしなくなるのでそう

してほしい。

303. 外食でも個室だと食べること出来る。

306. 新しい食べ物は、事前に紹介されていれば大丈夫で
ある。

296. 自分で選んだ食べ物は、おいしく味わい、楽しむこ
とができる。

264. こまめにおやつをつまむことを認めてほしい。

298. お皿からとるおかずはとり皿を決めて、食べすぎを
減らすようにしている。

261. 空腹の目安として一番頼りにしているのは時刻であ
る。

276. ガムを噛むと気持ちが安定する。

304. 一人にさせてもらえば、少しは食べられるときもあ
る。

263. 一度に少量ずつ何回も食べることで、空腹になるの
を防いでいる。

297. 食事は一人分づつ分けてあると、食べる量がわかり
やすいのでそうしてほしい。

274. 歯ごたえのあるものをふりかければ嫌いな食感をご
まかせる時もある。

302. 行きつけのお店では毎回同じ座敷、座る席順も同じ
なので安心出来る。

277. 舌触りが柔らかく、口の中に刺さらない食べものは
食べられる。

279. 硬い物は大きく切り、柔らかい物は細かく切り、
フォークを使って食べると誤嚥が減る。

280. レタスを食べると頭と胸の中がさわやかになり、淀
んだ感じがなくなり血がきれいになった感じがする。
305. みんなで食べる時には一皿でおしまいのものなら食

べることができる。
269. 生野菜は和風・中華・青じそドレッシングをかける
と、雑草の臭いがかなり消えるのでそうしてほしい。
271. キャベツの千切りは細くて、水にさらしてあると臭

いが消えているので食べられる。
278. 食べ物をつぶして、練り混ぜて食べると歯ごたえや

舌触りをごまかせるのでそうさせてほしい。

P<0.01

P<0.05

図51　本人が必要とする理解・支援の上位20項目（χ2値比較）

－ 47 －

髙橋，他 : 発達障害者の「食」の困難・ニーズに関する研究



表 2　大項目間の残差分析結果

大項目 調整された残差
摂食中枢 5.75

感覚器 -0.65

消火器 -1.06

循環器 -1.27

免疫・アレルギー -4.41

食嗜好 -1.84

食事量 2.44

食卓用品 -0.02

場所 0.48

人 0.68

状況 0.23

　次に，食の理解・支援に関する調査項目全46項目のうち，残差分析の結果，標準残差偏差値が大きく，発
達障害本人が他の項目に比べて特に理解・支援を求める傾向の大きい上位 8項目を図52に示す。
　発達障害本人の理解・支援を求める割合が最も大きい項目は「296. 自分で選んだ食べ物は，おいしく味わ
い，楽しむことができる」8.2であった。次いで，「276. ガムを噛むと気持ちが安定する」6.1，「261. 空腹の目
安として一番頼りにしているのは時刻である」4.1，「264. こまめにおやつをつまむことを認めてほしい」と
「297. 食事は一人分ずつ分けてあると，食べる量がわかりやすいのでそうしてほしい」がともに3.7，「266. 周
りの人が食べている姿を見ると，自然と食べようという気持ちになる」3.3と続いた。これらの項目は 1%水
準で有意差がみられた。

8.2

6.1

4.1

3.7

3.7

3.3

2.5

2.5

0.0 5.0 10.0

296. 自分で選んだ食べ物は、おいしく味わい、楽しむこ
とができる。

276. ガムを噛むと気持ちが安定する。

261. 空腹の目安として一番頼りにしているのは時刻であ
る。

264. こまめにおやつをつまむことを認めてほしい。

297. 食事は一人分づつ分けてあると、食べる量がわかり
やすいのでそうしてほしい。

266. 周りの人が食べている姿を見ると、自然と食べよう
という気持ちになる。

265. 無農薬野菜で作る料理は自然と食欲をかきたてる。

267. 食欲がなくても、家族や大好きな人が食べている姿
をみると食欲が出てくる。

P<0.05

P<0.01 

図52　本人が理解・支援を求める割合の大きい上位 8項目
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５．「食」の困難・ニーズと支援の検討

５．１　体の構造と食物
５．１．１　摂食中枢
　「異常に喉が渇く」「お腹が空くという感覚がない」など空腹や満腹，食欲を「全く感じない」，逆に「異常
に感じる」といった特有の身体感覚を抱える人が多いことが明らかとなった。満腹や空腹は脳の視床下部が身
体の血糖値やホルモンの増減を敏感に感知することで感じることができる感覚である（今田：2005）。発達障
害の本人の場合には空腹，満腹を感知する摂食中枢機能に何らかの困難を抱えている可能性が推測される。
　このような特有の身体感覚により「四六時中飲み物を飲む」「倒れそうになるまで全く食べない」「吐くまで
食べてしまう」などの偏った摂食行動に陥ってしまうことが推測される。空腹を感じることができないと食べ
物に対する興味関心も自然と失われ，食事を摂ることが負担・苦痛となり，栄養不足につながる恐れもある。
このような摂食行動やその背景にある特有の感覚について，周囲の理解や支援が不可欠である。
　発達障害の本人のなかには「胃の辺りがへこむ感じがする」「胃に膨張感がある」「ボーッとする」などの体
の変化を感じてはいるものの，それらの身体感覚をまとめあげて空腹感・満腹感と認識することが難しい人も
いる（綾屋・熊谷：2008）。摂食に関する支援・ニーズの結果では「時刻をきっかけに空腹に気がつくことが
できる」と感じている人が多いことが明らかとなり，まずは声掛けや給水の時間をこまめに設けるなど，自分
の体の感覚に意識を向けるきっかけを作っていくことが重要である。また「周りの人が食べている姿を見る
と，自然と食欲がでる」と感じている人も多いことから，学校給食などでは食べることを強要するのではな
く，安心できる環境において，楽しく食べることが重要である。
　
５．１．２　感覚器系
　「食べる」行為は，視覚・聴覚・嗅覚・味覚・触覚や温度覚，テクスチャーなどのうち，複数の感覚を統合
して，「おいしさ」や「好み」「食欲」などを決定づけている。統合する複数の感覚は相互に影響しあい，例え
ば，「におい・嗅覚」が「味・味覚」に大きく影響する（日下部・和田：2011）。したがって，視覚・聴覚・嗅
覚・味覚・触覚の五感に感覚情報調整処理障害（感覚過敏・低反応）があると，味わいに変化を及ぼし，「お
いしさ」を感じにくくなったり，食べられる物が限られてしまう可能性がある。 

　感覚器系に関する支援・ニーズの結果では「生野菜は火を通せば，においがしなくなるのでそうしてほし
い」と感じている人が多いことが示されたが，食べ物の色・形などの見た目，におい，味，温度，テクス
チャーなどは調理方法によって変化させることができるのであり，食べ物の苦手な要因を取り除くような調理
方法の工夫が求められている。
　また「ガムを噛むと気持ちが安定する」「堅くてこりこりするものや，噛みごたえのあるしこしこしたもの
を噛むと落ち着く」と回答した人も多くおり，好きな感覚刺激を取り入れることで緊張感を緩和できることが
示された。体調や精神状態に応じて，ガムやあめなど本人が精神的安定を得ることのできる物を食べることを
容認するなど柔軟な対応が求められる。 

５．１．３　咀嚼・嚥下，消化器系
　「顎のコントロールが下手」「上手く飲み込めない」など特に咀嚼・嚥下の困難を示す人が多いことが示され
た。篠崎ら（2007a, 2007b）の研究においても，「健常」児と比較してASD児は「よく噛まずに飲み込む」「口
いっぱいに詰め込む」などの困難を示す割合が高いことが報告されており，今回の調査結果からそのような行
動の背景には「顎を上手く動かせない」「飲み込み方がわからない」など咀嚼・嚥下の遂行における口腔の不
器用さが推測された。
　また「胃腸の働きが悪く，何を食べても下痢をしてしまう」など消化に困難を抱える本人も少なからずいる
ことが示された。免疫の機能不全・脆弱性を有する発達障害者には腸内の真菌やバクテリアが増加しやすい傾
向にあると言われている（ジュリー・マシューズ：2012）。真菌やバクテリアが増加すると腸内で炎症が起こ
りやすくなり，下痢や便秘などの問題を生じやすくなる。
　咀嚼・嚥下，消化器系の理解・支援では「硬い物は大きく切り，柔らかい物は細かく切り，フォークを使っ
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て食べると誤嚥が減る」と感じている人が多くいることが示されたが，学校給食などではゆっくり噛んで食べ
ることができるような時間的配慮，食べやすい大きさに切って食べるなどの食べ方への配慮，残さず食べるこ
とを強要するのではなく，自分の状態に合わせて残すことを認めるなどの対応などが重要である。 

５．１．４　循環器系
　髙橋・石川・田部（2011）の調査結果と同様に，発達障害本人が受講学生よりも摂食による血圧の変化を敏
感に感じていることが示された。「腕の血管が縮んで痛い」「頭の血管が脈打ち頭ががんがんと痛む」など，摂
食に伴う循環器の働きにより，体の内部に痛みが生じることが明らかとなった。このような痛みを伴う場合に
は，食に対する恐怖感や嫌悪感など情緒面への悪影響が考えられ，摂食そのものが「苦痛」となってしまうお
それもある。 

５．１．５　免疫，アレルギー
　免疫，アレルギーにおいて有意差がみられた項目は多くはなかったものの，カフェインなどの刺激物に対し
て過敏に反応する人が多いことや多様なアレルギーを有していることが示された。自由記述ではナッツ類，キ
ウイフルーツ，青魚，鶏肉，チョコレート，塩，砂糖，イースト菌，ビタミンA・B・C，ミネラル，鉄，カ
ルシウム，アルカリなどのアレルゲンが記述され，そのアレルギー症状はアナフィラキシーや喘息など受講学
生に比べて重症であるとの印象を受けた。
　有意差のみられた「卵アレルギーである」の項目では，発達障害のチェック率は4.4%であったが，成人に
なっても卵アレルギーを示す人の割合は 1 ～ 2%と言われており，発達障害本人が卵アレルギーを示す割合
は大きいことが推測される。
　アレルギーは消化吸収能力や腸管の免疫機能の発達によって，食物アレルゲンに過敏に反応しなくなる耐性
ができて次第に改善すると考えられているが，発達障害の場合には消化吸収能力や腸の機能において機能不
全・脆弱性を有する傾向にあることからも，アレルギーの罹患率とも何らかの関係がある可能性が考えられる。
　免疫，アレルギーの理解・支援については「食品添加物の入った食べ物をやめてから体の調子が良くなっ
た」と感じている人や意識的に食品添加物を摂取しないように努めている人が多いことが明らかとなった。

５．２　食生活
５．２．１　食嗜好
　ブロッコリーやきゅうりの苦手さに関して，受講学生のチェック率 0%に対して本人のチェック率は10%と
高い割合を示しており，発達障害本人に特有であることが明らかとなった。
　「食べ物以外も口に入れる」などの異食に関する項目も上位にあげられた。異食の理由の一つには，東田
（2010）が述べているように，心理的な安定を求めてタオルやえんぴつなど自分の好きな触刺激を取り入れる
ことなどが考えられる。発達障害者が異食をする傾向にあるというのは，その背景に心理的側面が大きく影響
していることが考えられる。
　食嗜好の理解・支援については，「自分で選んだ食べ物は，おいしく味わい，楽しむことができる」と感じ
ている人が多いことが示されたが，自分で選ぶ機会を設け，食べる楽しさを感じることができるような経験を
積むことが必要である。また「自ら愛情を持って育てた食物は，食べられるようになった」という人も多いこ
とが示されたが，野菜を育てたり，栄養の学習などを通して，まずは食物の恐怖感や不安感を軽減すること，
そして食物への興味を引き出していくような支援が求められている。

５．２．２　食事量
　「どれくらいの量を食べればよいのかわからない」という困難を感じている人が多いことが示された。食事
量の理解・支援については「食事量は一人分ずつ分けてあると，食べる量がわかりやすい」と感じているが多
く，そうすることで経験を積み，少しずつ自らの適量を理解していくことが重要である。また食事量は薬や体
調の影響，個人差によるものも大きいことから，学校給食などで「残さず食べる」ことを強要しないような対
応が必要である。
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５．２．３　食べ方
　髙橋・石川・田部（2011）の調査結果と同様に「食べ物の味が混ざるのが嫌で，ご飯とおかずを一緒に食べ
られない」と感じている人が多いことや，「食べる順番や一緒に食べる付け合せ」などに関する自分ルールを
決めている人が多いことが示された。自由記述では「空間に慣れるのに時間がかかるので違う順序になるのは
苦痛」「生活リズムが狂うから違う時間に食べるのは嫌である」などの記述がみられた。また，手先が不器用
な人も多く（髙橋・井戸・田部・石川・内藤：2014），細やかな手指の動きを必要とする食べ物などでは，上
手く食べられずにやむを得ず皮ごと食べるなどの食べ方を強いられている場合もある。食事の際には身体面に
も配慮していく必要がある。

５．３　食事と環境
５．３．１　食卓用品
　「箸の使い方が下手である」「食器を使うのにエネルギーが必要である」などと感じている人が多く，篠崎ら
（2007a, 2007b）の研究でも「食器が上手く使えない」という項目においてASD児と「健常児」に有意差がみ
られたと報告している。このような背景には，手先の不器用さなどが影響しているケースが少なくない（髙
橋・井戸・田部・石川・内藤：2014）。 

　食卓用品の理解・支援では「金属音が嫌いなのでプラスチック製や木製の食器にしてほしい」「持参したカ
トラリーセットを使うことを認めてほしい」と感じている人が多く，学校給食などでも普段使い慣れているカ
トラリーの使用を認めるなどの柔軟な対応が求められている。 

５．３．２　食に関する場所
　「直前まで勉強していた教室で食べるのは嫌である」「人や音などの情報があふれている場所では味なんてほ
とんどわからない」などの困難を感じている人が多いことが示された。食事場所に関する理解・支援では「外
食でも個室だと食べること出来る」「行きつけのお店では毎回同じ座敷，座る席順も同じなので安心出来る」
という意見が多く出されたが，篠崎ら（2007a, 2007b）らの研究では「いつもと違う場所」「違う人」「違う食
器」において困難を示すASD児の割合は年齢が上がるにつれて減少傾向にあることが報告されているように，
経験知が増えることで徐々にそうした困難も減少していくのではないかと考える。

５．３．３　食に関する人の問題
　人が多くて騒がしい食事場面や他人と談話しながらの会食といった状況下では，強い緊張や不安を感じてし
まう人が多いことが示された。自由記述では「人と一緒だとどういうペースで食べていいかわからない」「緊
張してあまり食べられない時が多々ある」という記述がみられた。食に関する人の問題についての理解・支援
では「一人にさせてもらえば，少しは食べられるときもある」と感じている人が多く，学校給食などで，班で
食べることを強要しないことや一人で落ち着いて食べられるような場所の準備などの対応が必要である。

５．３．４　食に関する状況の問題
　「泊まりの学校行事では何も食べられなくなる」「ストレスのかかる食事場面では，自分が何をしているのか
もわからなくなる」などと感じている人が多いことが示されたが，このことに関連して岩永（2010）は「発達
障害本人の中には初めてのことや不安なことに直面したことによる情動の不安定さなどから，刺激に対して過
反応を起こす場合がある」と述べている。 

　食に関する状況についての理解・支援では「新しい食べ物は，事前に紹介されていれば大丈夫である」「み
んなで食べるときには，一皿でおしまいのものなら食べることができる」というように，食事の時間・場所や
献立などの事前説明による心の準備などの配慮が必要である。
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６．おわりに

　本稿では，発達障害の本人の「食」に関する困難・ニーズの実態と彼らが求めている支援を，発達障害の本
人への調査を通して明らかにしてきた。
　発達障害者は，食べ物の苦手さだけではなく，「いろいろなにおいが混ざっている食事場所」「グループで食
べること」「限られた時間内で食べること」「慣れない食器で食べること」などにおいても苦痛を感じている。
また「子どもの頃に無理強いされたものは一番苦手なものになっている」「給食で居残りして食べさせられ，
拷問であると感じた」という方も多い。学校給食や家庭において，親や教師が発達障害者の「食」の困難を
「わがまま」ととらえて厳しい指導・対応をしてきたことが，「苦手さ」「恐怖感」をさらに増幅させている。
残さずに食べることを強要するのではなく，食事量を自分で調整できるようにする，グループで食べることを
強要しない，時間的なゆとりをもたせる，自前のカトラリーの使用を認めるなどの配慮や柔軟な対応が求めら
れている。
　さて今後の研究の課題であるが，調査対象数を増やし，障害種別，年齢，性別，所属（就労の有無）の比較
などを実施して，求める支援の違いなどについて検討していくことや，困難・ニーズの背景・要因についての
質的な研究が必要である。

【附記】本研究に協力していただいた発達障害の本人137名，東京学芸大学の学生119名の方々に記して深くお
礼を申し上げる。また本研究は，①「東京学芸大学平成24年度重点研究費」（研究代表：髙橋智），②「東京
学芸大学連合学校教育学研究科平成25年度広域科学教科教育学研究経費」（研究代表：髙橋智），③「平成25
年度発達科学研究教育奨励賞」（田部絢子），④「第4回（平成25年度）公益財団法人カシオ科学振興財団研究
協賛事業」（研究代表：田部絢子），⑤「博報財団第9回児童教育実践についての研究助成事業」（研究代表：
田部絢子），⑥「第45回（平成26年度）三菱財団社会福祉事業・研究助成」（研究代表：田部絢子），⑦「第
30回（2014年度）マツダ研究助成」（研究代表：田部絢子）による研究成果の一部である。
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１．体
からだ

の構
こうぞう

造と食
しょくもつ

物

【摂
せっしょくちゅうすう

食中枢】
空
くうふくかん

腹感

001. □ お腹
なか

がすくという感
かん

覚
かく

がよくわからない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

002. □ お腹
なか

がすいたと感
かん

じることはめったにない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

003. □ ス
す と れ す

トレスを感
かん

じると空
くうふく

腹を全
まった

く感
かん

じなくなる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

004. □ 気
き

がついたらひどくお腹
なか

がすいていることがある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

005. □ お腹
なか

がすいた時
とき

には，血
ち

の気
け

が失
う

せる・頭
あたま

が重
おも

い・ふらふらするなどの症
しょうじょう

状がある。
   （具

ぐたいてき

体的に： ）

006. □ お腹
なか

がすいている時
とき

ほど，少
すこ

ししか食
たべ

られない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

007. □ 空
くうふく

腹を感
かん

じた時
とき

すぐに食
た

べないと，その後
あと

胃
いつ う

痛や吐
は

き気
け

，貧
ひんけつ

血などに悩
なや

まされてしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

008. □ 喉
のど

が渇
かわ

くという感
かんかく

覚がよくわからない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

009. □ 喉
のど

の渇
かわ

きを感
かん

じにくく，ほとんど水
すいぶん

分をとらない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

010. □ 水
すいぶんほきゅう

分補給を忘
わす

れてしまい，しばしば脱
だっすいしょうじょう

水症状を起
お

こす。（具
ぐたいてき

体的に： ）

011. □ 異
いじょう

常に喉
のど

が渇
かわ

き，一
いち

日
にち

に何
なん

リ
り

ッ
っ

ト
と

ル
る

も飲
の

み物
もの

を飲
の

んでしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

012. □ 頭
あたま

をよく働
はたら

かせている時
とき

には水
すいぶん

分が欲
ほ

しくなり，四
しろくじちゅう

六時中ガ
が

バ
ば

ガ
が

バ
ば

と水
みず

を飲
の

んでしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

満
まんぷくかん

腹感

013. □ 満
まんぷく

腹を感
かん

じないため，食
た

べ過
す

ぎて吐
は

いたことが何
なんど

度もある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

014. □ 満
まんぷくちゅうすう

腹中枢が上
う

手
ま

く働
はたら

かず，すぐに何
なに

かを食
た

べようとしてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

発達障害者の「食」の困難・ニーズに関する実態調査

Ⅰ．「食
しょく

」の困
こん

難
なん

に関
かん

するチ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

ク
く

リ
り

ス
す

ト
と

☆項
こうもく

目が大
たいへん

変多
おお

くなっていますので，ぜひ休
きゅうけい

憩をとりながらご自
じぶん

分のペ
ぺ ー す

ースに合
あ

わせてお進
すす

めください。

1．あてはまる項
こうもく

目の□の部
ぶぶん

分にチ
ち ぇ っ く

ェックを入
い

れてください。（例
れい

：☑，□→■など）
2． チ

ち ぇ っ く

ェックのついた項
こうもく

目の中で，その詳
しょうさい

細がある場
ばあ い

合には（具
ぐたいてき

体的に：　　）に可
か

能
のう

な範
はん

囲
い

でお書
か

き下
くだ

さい。（例：現
げんざい

在はそうではないが過
か こ

去はそうであったことや，あてはまる項
こうもく

目について自
じ

分
ぶん

で工
く

夫
ふう

していることなど。）
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食
しょくよく

欲

015. □ 食
た

べることにあまり興
きょうみ

味がない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

016. □ 食
た

べ物
もの

に関
かん

しては無
むとんちゃく

頓着である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

017. □ 倒
たお

れそうになるまで，食
た

べたいという欲
よっきゅう

求を感
かん

じない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

018. □ 何
なに

か食
た

べなくてはと感
かん

じる時
とき

は，ほとんどない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

019. □ お腹
なか

が空
す

いたと感
かん

じても，なかなか「食
た

べたい」とは思
おも

わない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

020. □ 食
しょくじ

事=義
ぎ む

務=面
めんどう

倒である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

021. □ よほどの空
くうふく

腹時
じ

でない限
かぎ

り，ものを食
た

べることに抵
ていこう

抗を覚
おぼ

えてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

022. □ 食
しょくよく

欲がないのは，食
しょくひん

品に含
ふく

まれる添
てんかぶつ

加物を本
ほんのうてき

能的に避
さ

けているのかもしれない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

023. □ 自
じぶん

分が何
なに

を食
た

べたいのかわからないので，毎
まいにち

日同
おな

じものを食
た

べる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

024. □ 歯
は

をみがいた後
あと

が，一
いちばんしょくよく

番食欲がわく。（具
ぐたいてき

体的に： ）

025. □ 糖
とうぶん

分や塩
えんぶん

分への強
つ

い欲
よっきゅう

求がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

026. □ 食
しょくよく

欲の差
さ

が激
はげ

しく，食
しょくよく

欲のない時
とき

はとことん食
た

べず，ある時
とき

はとことん食
た

べまくる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

027. □ 食
しょくよくぞうしんき

欲増進期と減
げんたいき

退期が交
こうご

互に来
く

る。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【感
かんかくき

覚器系
けい

】
視
しか く

覚

028. □ 色
いろ

や形
かたちいぜん

以前に，見
み

るだけで気
き も

持ち悪
わる

かったり，怖
こわ

い食
た

べ物
もの

がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

029. □ 色
いろ

のまじった食
た

べ物
もの

は苦
にが て

手である。（具
ぐたいてき

体的に ）

030. □ 単
たんしょく

色のもの，どこから見
み

ても色
いろ

が同
おな

じものは気
き も

持ち悪
わる

くて食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

031. □ 茶
ちゃいろ

色や黒
くろいろ

色の食
た

べ物
もの

は有
ゆうがい

害であると思
おも

ってしまい，食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

032. □ 白
しろ

い色
いろ

の食
た

べ物
もの

は食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

033. □ タ
た

イ
い

米
まい

などのように普
ふだん

段食
た

べているものと長
なが

さや大
おお

きさが違
ちが

うものは食
た

べられない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

034. □ いびつな形
かたち

の食
た

べ物
もの

は気
き も

持ち悪
わる

くて食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

035. □ 種
たね

の配
はいれつ

列の仕
しか た

方が気
き も

持ち悪
わる

くて食
た

べられない果
かじつ

実や野
やさい

菜がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

036. □ 同
おな

じ食
た

べ物
もの

でも，一
ひと

つ
つ

一
ひと

つ
つ

が全
まった

く別
べつ

の物
もの

に見
み

える。（具
ぐたいてき

体的に： ）

037. □ 自
じぶん

分で見
み

て食
た

べものであると認
にんしき

識したもの以
いがい

外は食
た

べてもおいしくない。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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038. □ 食
た

べ物
もの

に関
かん

しての認
にんしきのうりょく

識能力や記
きおくりょく

憶力が乏
とぼ

しい。肉
にく

や魚
さかな

はどれも同
おな

じにみえる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

嗅
きゅうかく

覚

039. □ 東
とうきょう

京はどこに行
い

っても食
た

べ物
もの

のにおいがする。（具
ぐたいてき

体的に： ）

040. □ 食
しょくどう

堂，パ
ぱ ん や

ン屋，魚
さかなう

売り場
ば

，レ
れ す と ら ん

ストランの厨
ちゅうぼう

房などはにおいが強
つよ

く，吐
はきけ

気をもよおす。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

041. □ 色
いろいろ

々な食
た

べ物
もの

のにおいが混
ま

ざっている環
かんきょう

境はとてもつらい。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

042. □ においの強
つよ

い食
しょくひん

品は食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

043. □ ご飯
はん

は水
みず

の腐
くさ

ったにおいがするので食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

044. □ うどんを湯
ゆ

がく時
とき

のにおいがダ
だ め

メで，うどんが食
た

べられない。（ ）

045. □ 生
なま

野
やさ い

菜は噛
か

むと雑
ざっ

草
そう

や土
つち

の味
あじ

，においがするため食
た

べられない。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

046. □ ゆで卵
たまご

や鶏
とり

の唐
から

揚
あ

げ，蒸
む

し物
もの

などの「硫
い

黄
おう

っぽい」臭
にお

いがするものは苦
にが

手
て

である。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

047. □ 酒
さけ

の臭
にお

いも，酒
さけ

を連
れん

想
そう

させる臭
にお

いも嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

聴
ちょうかく

覚

048. □ 食
た

べ物
もの

の口
くち

の中
なか

でする音
おと

が耳
みみ

障
ざわ

りで我
が

慢
まん

できない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

味
みかく

覚　

049. □ ある時
とき

まで，食
た

べ物
もの

には味
あじ

があるということに気
き

が付
つ

かなかった。（具
ぐたいてき

体的に： ）

050. □ ほとんどの食
た

べ物
もの

は，とにかくおいしいと感
かん

じられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

051. □ たいていのものはひどくまずい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

052. □ 食
しょくひんてんかぶつ

品添加物が入
はい

った食
た

べ物
もの

は，どれを食
た

べても同
おな

じ味
あじ

に感
かん

じてしまう（具
ぐたいてき

体的に： ）

053. □ 味
みかく

覚が過
かびん

敏で幼
おさな

い頃
ころ

から水
みず

が飲
の

めない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

054. □ 体
たいちょう

調によって味
みかく

覚が過
かびん

敏になり白
しろ

いご飯
はん

しか食
た

べられない時
とき

がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

055. □ 特
とく

定
てい

の店
みせ

・メ
め

ー
ー

カ
か

ー
ー

のものしか食
た

べられない食
しょくひん

品がある。 （具
ぐたいてき

体的に： ） 

056. □ 玉
たま

ねぎは少
すこ

しでも焦
こ

がしてしまうと，まずくて食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

057. □ 低
て い か ろ り ー

カロリー加
かこう

工のものは味
あじ

が苦
にが て

手でほとんど食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

058. □ 食
た

べ物
もの

の味
あじ

が混
ま

ざり合
あ

うのが苦
にがて

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

059. □ ご飯
はん

とおかずを交
こうご

互に食
た

べるのは，ごはんの味
あじ

が分
わ

からなくなってしまうから嫌
いや

である。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）
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060. □ 子
こ

ども用
よう

に味
あじ

の薄
うす

い調
ちょうり

理がされていた普
ふつうしょく

通食は，食
た

べられないものが多
おお

かった。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

061. □ 濃
こ

い味
あじ

の食
た

べ物
もの

は神
しん

経
けい

組
そ

織
しき

を圧
あっ

倒
とう

してしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

062. □ 食
た

べ物
もの

の味
あじ

を楽
たの

しむことと，食
た

べ物
もの

を飲
の

み込
こ

むことの一
いっぽう

方にしか集
しゅうちゅう

中できない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

063. □ 自
じぶん

分が予
よそう

想していた味
あじ

と違
ちが

う味
あじ

だと食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

触
しょっかく

覚
　食
しょっかん

感

064. □ 固
かた

さや食
しょっかん

感によっては口
くち

に入
い

れるだけで全
ぜんしん

身が苦
くる

しくなるほど不
ふかい

快な食
た

べ物
もの

がいくつもある。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

065. □ 食
た

べ物
もの

によっては刺
さ

すような痛
いた

みを感
かん

じるものがある。（具
ぐたいてき

体的に：　　　　　　　　　　 ）

066. □ 食
しょっかん

感があまりに違
ちが

いすぎる食
しょくざい

材が入
はい

った料
りょうり

理は食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に：　　　　　　　　  ）

067. □ 柔
やわ

らかいものや，ぬるぬるした食
しょっかん

感に耐
た

えられない。（具
ぐたいてき

体的に：　　　　　　　　　　 ）

068. □ ぐにゃぐにゃしている食
しょっかん

感の物
もの

は食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に：　　　　　　　　　 　　 ）

069. □ どろっとしたとろみのある食
た

べ物
もの

は大
だい

嫌
きら

いである。 （具
ぐたいてき

体的に：　　　　　　　 　　　 ）

070. □ 果
くだもの

物の小
ちい

さい粒
つぶ

が口
くち

の中
なか

ではじける刺
しげき

激はとても耐
た

えがたい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

071. □ 生
なま

野
やさ い

菜は，シ
し ゃ り し ゃ り

ャリシャリした食
しょっかん

感が嫌
いや

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

072. □ コ
こ ろ っ け

ロッケは，ころもが痛
いた

いため食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

　舌
した

触
ざわ

り

073. □ ほとんどの食
た

べ物
もの

はひどい舌
した

触
ざわ

りである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

074. □ 変
へん

な舌
した

ざわりの物
もの

は食
た

べたくない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

075. □ 食
た

べものでどうしても我
がまん

慢できない舌
した

触
ざわ

りがある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

076. □ つぶした食
た

べ物
もの

しか食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

077. □ つぶつぶの入
はい

った食
た

べ物
もの

は苦
にが て

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

078. □ 煮
に

た野
やさ い

菜は，舌
した

や上
うわ

あごに当
あ

たる感
かんしょく

触が耐
た

えられない。のどに詰
つ

まって息
いき

ができなくなる気
き

がする。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

079. □ ひき肉
にく

の歯
は

触
ざわ

りは大
だい

嫌
きら

いである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

080. □ 料
りょうり

理酒
しゅ

の分
ぶんりょう

量が少
すこ

し違
ちが

うだけで，舌
した

がピ
ぴ り ぴ り

リピリしてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

081. □ 化
かがくちょうみりょう

学調味料がたくさん使
つか

ってあるものを食
た

べると舌
した

が痺
しび

れる感
かん

じがする。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）
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　その他
た

082. □ 食
しょくもつ

物に触
さ

わったりすることに精
せいしんてきくつう

神的苦痛を感
かん

じる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

083. □ 食
しょくじ

事の時
とき

は，一
ひと

口
くち

食
た

べるごとにナ
な

プ
ぷ

キ
き

ン
ん

で顔
かお

や手
て

を拭
ふ

かなければ，気
き

がすまない。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

084. □ ひどい猫
ねこ

舌
じた

で熱
あつ

い物
もの

を食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

085. □ 口
くち

の中
なか

で張
は

りつくようなものやパ
ぱ

サ
さ

パ
ぱ

サ
さ

したものは苦
にが

手
て

である。 （具
ぐたいてき

体的に： ）

【咀
そしゃく

嚼・嚥
えん げ

下，消
しょうかき

化器系
けい

】
咀
そしゃく

嚼・嚥
えん げ

下

086. □ 歯
は

がひどく過
かびん

敏である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

087. □ 噛
か

むとはどういうことかわからなかった。（具
ぐたいてき

体的に： ）

088. □ 顎
あご

のコ
こ ん と ろ ー る

ントロールが上
う

手
ま

くいかないので，顎
あご

を動
うご

かすのは重
じゅうろうどう

労働である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

089. □ 噛
か

むために毎
まいかい

回顎
あご

を動
うご

かすのはとても疲
つか

れる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

090. □ 噛
か

むのがいやなので，何
なん

でも丸
まる

飲
の

みしたり，水
みず

で流
なが

し込
こ

んでしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

091. □ 噛
か

まずに口
くち

の中
なか

でとけるものしか食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

092. □ 人
ひと

よりかむ回
かいすう

数が倍
ばい

くらいで，同
おな

じ物
もの

を食
た

べても倍
ばい

の時
じか ん

間がかかる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

093. □ 食
た

べ物
もの

の嚥
えん げ

下に緊
きんちょう

張する。（具
ぐたいてき

体的に： ）

094. □ 食
た

べ物
もの

を飲
の

み込
こ

む作
さ

業
ぎょう

は，意
い

識
しき

的
てき

にやっている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

095. □ 何
なに

か気
き

になることがあると，口
くち

にいれたまま飲
の

み込
こ

むことができなくなってしまう。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

096. □ 固
こけいぶつ

形物は喉
のど

に引
ひ

っかかりそうで，怖
こわ

くて食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

097. □ 錠
じょうざい

剤はのどに引
ひ

っ掛
か

かかり，うまく飲
の

み込
こ

めない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

098. □ 魚
さかな

の小
こぼ ね

骨は全
ぜん ぶ

部はずさないと，必
かなら

ずのどに引
ひ

っかかってしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

099. □ 空
くうき

気を飲
の

みこみやすい食
た

べ物
もの

は，誤
ご

嚥
えん

しやすい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

100. □ 液
えきたい

体と小
ちい

さな固
こ

体
たい

が混
ま

ざっている食
た

べ物
もの

は誤
ごえ ん

嚥しやすい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

101. □ 疲
つか

れている時
とき

は舌
した

を噛
か

んだり，誤
ごえん

嚥しやすい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

102. □  噛
か

みすぎてリ
り

キ
き

ッ
っ

ド
ど

状
じょう

になると，器
きかん

官に入
はい

ってしまいそうで怖
こわ

いため，適
てきど

度な塊
かたまり

のまま飲
の

みこんで
しまう。（具

ぐたいてき

体的に： ）

103. □ ごくごく飲
の

むことが出
で

来
き

ない。友
ともだち

達がごくごく飲
の

んでいるのを見
み

るだけで息
いき

がつまりそうで怖
こわ

い。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

104. □ 食
た

べ物
もの

を完
かんぜん

全に飲
の

み込
こ

まないうちに次
つぎ

を口
くち

に入
い

れると，うまく飲
の

み込
こ

めなくなってしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）
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105. □ 食
た

べものが口
くち

に残
のこ

っているうちに飲
の

み物
もの

を飲
の

むと，のどの途
とちゅう

中で固
こけいぶつ

形物が止
と

まってしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

消
しょうか

化

106. □ 食
た

べてもむかむかしない食
た

べ物
もの

がとても少
すく

ない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

107. □ 食
た

べ物
もの

と空
くう き

気を上
う

手
ま

くより分
わ

けられず，胃
い

が膨
ふく

らんで痛
いた

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

108. □ 胃
いちょう

腸の働
はたら

きがひどく悪
わる

く，何
なに

を食
た

べても下
げ り

痢ばかりしてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

109. □ 消
しょうか

化できない食
た

べ物
もの

がたくさんあり，その種
しゅるい

類は一
いってい

定ではなく，時
とき

として変
か

わる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

110. □ 食
た

べ物
もの

による過
かびんせいちょうしょうこうぐん

敏性腸症候群がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

111. □ 食
しょくひんてんかぶつ

品添加物の多
おお

い食
しょくひん

品をとると，内
ないぞう

臓が焼
や

ける，重
おも

くなる，冷
つめ

たくなるという感
かん

じがする。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

112. □ 水
すいぶん

分が多
おお

い果
か

実
じつ

は，食
しょく

後
ご

30分
ぷん ご

後までの間
あいだ

に胃
いちょう

腸が冷
ひ

えて，お腹
なか

を壊
こわ

す大
たい

敵
てき

である。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

【循
じゅんかんきけい

環器系】

113. □ 糖
とうぶん

分や塩
えんぶん

分を摂
と

った時
とき

は，どちらもすぐに手
てくび

首がド
ど く ど く

クドクと脈
みゃく

打
う

つ。（具
ぐたいてき

体的に： ）

114. □ 水
すいぶん

分が少
すく

なく凝
ぎょうしゅく

縮された甘
あま

いものを食
た

べると，血
けっかん

管が膨
ふく

らむ感
かん

じがして出
しゅっけつ

血への緊
きんちょうかん

張感を感
かん

じる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

115. □ 塩
えんぶん

分を摂
と

りすぎるとのどがひりひり，全
ぜんしん

身がド
ど

ク
く

ド
ど

ク
く

として頭
あたま

の奥
おく

が脈
みゃく

打
う

ち痛
いた

くなる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

116. □ オ
お れ ん じ じ ゅ ー す

レンジジュースは腕
うで

の血
けっかん

管が縮
ちぢ

んでしまって痛
いた

くなるので飲
の

めない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

117. □  コ
こ ー ひ ー

ーヒーやお茶
ちゃ

を飲
の

むと頭
あたま

ががんがんと痛
いた

み，手
てあし

足の中
なか

もしまって痛
いた

くなり，震
ふる

えるような寒
さむ

気
け

を生
しょう

じる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

118. □ 柿
かき

はシ
し ゃ り し ゃ り

ャリシャリとした固
かた

めのものだと，食
た

べてすぐ寒
さむけ

気に襲
おそ

われる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

119. □ 食
た

べ物
もの

の摂
せっ

取
しゅ

による血
けっ

糖
とう

値
ち

の上
あ

がり下
さ

がりが激
はげ

しい。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

120. □ 普
ふだん

段から低
ていけっとうしょう

血糖症のような症
しょうじょう

状がある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【免
めんえき

疫，ア
あ れ る ぎ ー

レルギー】　※ア
あ れ る げ ん

レルゲンや症
しょうじょう

状，商
しょうひんめい

品名などについて具
ぐたいてき

体的に書
か

いて下
くだ

さい。

121. □ 何
なん

種
しゅ

類
るい

もの食
し ょ く も つ あ れ る ぎ ー

物アレルギーをもっている。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

122. □ ア
あ

レ
れ る ぎ ー

ルギーを示
しめ

す食
しょくひん

品が年
ねんねん

々増
ふ

えている。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

123. □ 卵
た ま ご あ れ る ぎ ー

アレルギーがある。卵
たまご

に触
ふ

れると発
ほっしん

疹が出
で

たり，呼
こきゅう

吸が出
で

来
き

なくなってしまう。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

124. □ 乳
にゅうせいひん

製品のア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。乳
にゅうせいひん

製品を摂
せっしゅ

取すると色
しきさい

彩や模
もよう

様に対
たい

する感
かん

覚
かく

が変
へんか

化し，幻
げんかく

覚まで見
み

える。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）
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125. □ 小
こむぎ

麦タ
た ん ぱ く

ンパクを摂
せっしゅ

取すると強
きょうはくてき

迫的になったり，不
ふあん

安でいっぱいになり，人
じんかく

格が変
か

わったようになる。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

126. □ そばにア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

127. □ ナ
な っ つ る い

ッツ類にア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

128. □ 甲
こうかくるい

殻類にア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

129. □ 魚
ぎょかいるい

介類にア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

130. □ 豚
ぶたにく

肉にア
あ

レ
れ

ル
る

ギ
ぎ

ー
ー

がある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

131. □ 鶏
とりにく

肉にア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

132. □ 牛
ぎゅうにく

肉にア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

133. □ 米
こめ

にア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

134. □ 大
だい

豆
ず

製
せい

品
ひん

にア
あ

レ
れ

ル
る

ギ
ぎ

ー
ー

がある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

135. □ じゃがいもにア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

136. □ ト
と う も ろ こ し

ウモロコシにア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

137. □ ト
と ま と

マトにア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

138. □ マ
ま っ し ゅ る ー む

ッシュルームにア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

139. □ さくらんぼにア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

140. □ キ
き う い

ウイにア
あ れ る ぎ ー

レルギーがある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

141. □ 果
かじゅう

汁を摂
せっしゅ

取すると，頭
あたま

が重
おも

くなって，酔
よ

っぱらったようになってしまう。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

142. □ 酵
こうぼきん

母菌を摂
せっしゅ

取すると，頭
あたま

が重
おも

くなり，酔
よ

っぱらったようになってしまう。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

143. □ ア
あ

ル
る

コ
こ

ー
ー

ル
る

にア
あ

レ
れ

ル
る

ギ
ぎ

ー
ー

，過
かびんしょう

敏症がある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

144. □ 食
しょくひんてんかぶつ

品添加物にア
あ

レ
れ

ル
る

ギ
ぎ

ー
ー

，過
かびんしょう

敏症がある。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

145. □ 化
かがくちょうみりょう

学調味料を食
た

べると，舌
した

や口
くち

の中
なか

が痺
しび

れるような感
かんかく

覚がして，ひどい吐
はき

気
け

に襲
おそ

われる。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

146. □ ビ
び た み ん

タミン，ミ
み ね ら る

ネラル欠
けつぼうしょう

乏症である。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

147.  　（自
じゆう

由記
きじゅつ

述：※その他
た

，食
た

べ物
もの

によるア
あ れ る ぎ ー

レルギーがありましたらア
あ れ る げ ん

レルゲンや症
しょうじょう

状などについて具
ぐたいてき

体的
に教
おし

えて下
くだ

さい。）

【その他
た

】

148. □ 肉
にく

を食
た

べるとどうも体
からだ

の調
ちょう

子
し

が悪
わる

くなってしまう。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

149. □ カ
か ふ ぇ い ん

フェインなどの刺
しげきぶつ

激物に弱
よわ

く，飲
の

みすぎると，てきめんに眠
ねむ

れなくなる。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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150. □ 白
しろ

砂
ざ

糖
とう

は精
せい

神
しん

的
てき

な興
こう

奮
ふん

を引
ひ

き起
お

こす。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

151. □ 温
あたた

かい麺
めん

類
るい

を食
た

べると腰
こし

が抜
ぬ

けてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

152. □ 歯
は

磨
みが

き粉
こ

に含
ふく

まれる合
ごう

成
せい

界
かい

面
めん

活
かっ

性
せい

剤
ざい

，発
はっぽうざい

泡剤やサ
さ っ か り ん

ッカリンが原
げんいん

因で気
き

持
も

ち悪
わる

くなってしまう。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

153. □  ア
あ る こ ー る

ルコール度
どすう

数の高
たか

い酒
さけ

を何
なん

杯
ばい

飲
の

んでも体
からだ

に変
へんか

化はないのに，突
とつぜん

然，急
きゅうせいあるこーるちゅうどく

性アルコール中毒で倒
たお

れてしまう。
（具

ぐたいてき

体的に： ）

154. □ 代
たいしゃ

謝のス
す ぴ ー ど

ピードがはやすぎて，すぐに体
たいじゅう

重が減
へ

ってしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

155. □ サ
さ ぷ り め ん と

プリメントを摂
せっしゅ

取して，何
なん

らかの体
たいちょうふりょう

調不良を起
お

こしたことがある。（ 具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

２．食
しょくせいかつ

生活
【食
しょくしこう

嗜好】

156. □ 一
いちど

度好
す

きになったメ
め に ゅ ー

ニューや食
た

べ物
もの

にはかなり固
こしつ

執する。（具
ぐたいてき

体的に： ）

157. □ 食
た

べられる物
もの

はほとんどがとてもやわらかいものである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

158. □ 工
こうぎょうてき

業的に管
かんり

理されていて味
あじ

がいつも同
おな

じ，重
おも

さも，太
ふと

さも，包
ほうそう

装の色
いろ

も変
か

わらないものは安
あんしん

心する。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

159. □ 個
こ

数
すう

がはっきりした食
た

べ物
もの

は安
あん

心
しん

する。（具
ぐたいてき

体的に： ）

160. □ カ
か ろ り ー

ロリーや栄
えいようそ

養素が何gとれるかという記
きさい

載がはっきりしていると安
あん

心
しん

出
で

来
き

る。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

161. □ 高
こうえんぶん

塩分や高
こうとうぶん

糖分の食
しょく

品
ひん

，加
かこ う

工された食
しょくひん

品を多
おお

く食
た

べてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

162. □ サ
さ ん ど い っ ち

ンドイッチなど片
かたて

手で食
た

べられるものは味
あじ

を楽
たの

しむ余
よ

裕
ゆう

があるので食
た

べやすい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

163. □ レ
れ

ト
と

ル
る

ト
と

食
しょく

品
ひん

やカ
か

ッ
っ

プ
ぷ

ラ
ら

ー
ー

メ
め

ン
ん

なら食
た

べられる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

164. □ 食
た

べられるものは，①お米
こめ

屋
や

で自
じぶ ん

分で脱
だっこく

穀したお米
こめ

，②雑
ざっこく

穀米
まい

，③数
すうしゅるい

種類の豆
まめるい

類だけである。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

165. □ しんどい時
とき

でも食
た

べることができるのは，プ
ぷ り ん

リン・バ
ば な な

ナナ・白
はく

飯
はん

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

166. □ A社
しゃ

のレ
れ と る と か れ ー

トルトカレーは食
た

べられるが，B社
しゃ

のものは食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

167. □ 生
なま

のト
と ま と

マトはだめでも，ト
と ま と じ ゅ ー す

マトジュースは好
す

きでごくごく飲
の

める。（具
ぐたいてき

体的に： ）

168. □ ほとんどの食
た

べ物
もの

がどうしても食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

169. □ 甘
あま

いものは体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

170. □ 調
ちょう

味
み

料
りょう

は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

171. □ 酢
す

が入
はい

った食
た

べ物
もの

は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： 
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172. □ 辛
から

いもの，ス
す ぱ い す

パイスの効
き

いたもの，塩
えんぶん

分や糖
とうぶん

分が強
つよ

すぎるものは，体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。
   （具

ぐたいてき

体的に： ）

173. □ 白
しろ

ご飯
はん

が食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

174. □ 魚
ぎょかいるい

介類は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

175. □ 光
ひかりもの

物の魚
さかな

を加
か

熱
ねつ

した料
りょう

理
り

は，体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

176. □ 肉
にく

は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

177. □ レ
れ

バ
ば

ー
ー

は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

178. □ 野
や

菜
さい

は，体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

179. □ きゅうりは体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

180. □ ブ
ぶ ろ っ こ り ー

ロッコリーは体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

181. □ 卵
たまご

はス
す

ク
く

ラ
ら

ン
ん

ブ
ぶ

ル
る

エ
え

ッ
っ

グ
ぐ

しか食
た

べられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

182. □ 納
なっとう

豆は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

183. □ 豆
とうふ

腐は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

184. □ わさび，からし，マ
ま す た ー ど

スタードは体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

185. □ 牛
ぎゅう

乳
にゅう

は体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

186. □ 牛
ぎゅうにゅう

乳は低
ていおん

温殺
さっきん

菌タ
た い ぷ

イプしか飲
の

めない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

187. □ コ
こ ー ひ ー

ーヒーは体
からだ

が受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

異
いしょく

食

188. □ 食
た

べ物
もの

以
いが い

外の物
もの

も口
くち

に入
い

れたくなる。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

189. □ 魅
みりょう

了された物
もの

と一
いったい

体になりたいと思
おも

うと，食
た

べ物
もの

以
い

外
がい

のものも口
くち

にいれてしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

190. □  きれいだと思
おも

うもの，さわって気
き

持
も

ちのいいもの，自
じぶん

分のフ
ふ ぃ ー り ん ぐ

ィーリングにぴったりくるものは食
た

べて
しまう。（具

ぐたいてき

体的に： ）

191. □ 興味があるものは，味
あじ

わって確
かく

認
にん

しないと気
き

が済
す

まない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

192. □ 花
はな

や草
くさ

や樹
き

の皮
かわ

，木
き

の実
み

やプ
ぷ ら す ち っ く

ラスチックなどを食
た

べたことがある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

193. □ 硬
かた

いものをかじるのが大
だい

好
す

きで，歯
は

ごたえさえよければ何
なん

でもかじる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

194. □ ぎざぎざ，ざらざらしたものを噛
か

むのが好
す

きである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

195. □ タ
た お る

オルや鉛
えんぴつ

筆などの物
もの

を口
くち

に入
い

れると，何
なん

だか安
あんしん

心して落
お

ち着
つ

く。（具
ぐたいてき

体的に： ）

196. □ 鉛
えん

筆
ぴつ

は食
た

べるとおいしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

－ 64 －

東 京 学 芸 大 学 紀 要　総合教育科学系Ⅱ　第66集（2015）



197. □ 汚
きたな

い物
もの

ときれいな物
もの

の区
くべ つ

別が分
わ

からないため，何
なん

でも口
くち

に入
い

れてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

食
しょくしこう

嗜好の変
へんか

化

198. □ ある時
とき

，急
きゅう

に好
す

きなものが変
か

わる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

199. □ 食
た

べ物
もの

にこだわる時
じ き

期があり，いきなり一
いってい

定のものしか食
た

べたくなくなってしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

200. □ 毎
まい

月
つき

食
た

べられる物
もの

が減
へ

っている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

201. □ 夏
なつ

になって暑
あつ

くなると普
ふ

段
だん

と食
しょく

の嗜
し

好
こう

が全
まった

く変
か

わる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

202. □ 4 歳
さい

まで，裏
うら

ごしされたベ
べ び ー ふ ー ど

ビーフード以
いがい

外のものは一
いっ

切
さい

食
た

べなかった。（具
ぐたいてき

体的に： ）

203. □ 物
もの

をおいしいと感
かん

じるまで普
ふつう

通の人
ひと

より時
じかん

間がかかる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

204. □ 自分が口
くち

にしているものが好
す

きなものか，おいしいかどうかもわからない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

【食
しょくじりょう

事量】

205. □ 一
いちにち

日に何
なんかい

回，一
いっかい

回にどれくらいの量
りょう

を食
た

べなければならないかわからない。
  （具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

206. □  もう少
すこ

し食
た

べたい気
き

分
ぶん

でも，苦
くる

しくて吐
は

きそうでも，食
た

べる量
りょう

は「あるものがなくなるまで」にし
ている。（具

ぐたいてき

体的に： ）

207. □ 小
しょう

食
しょく

であり外
がいしょく

食すると絶
ぜっ

対
たい

に食
た

べきれない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

208. □ 給
きゅう

食
しょく

は圧
あっ

倒
とう

的
てき

に量
りょう

が多
おお

く，食
た

べるのがいつも遅
おそ

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

209. □ 薬
くすり

の副
ふくさよう

作用の影
えいきょう

響を受
う

けやすく，食
しょくよくげんたい

欲減退や増
ぞうしん

進になり食
た

べる量
りょう

が異
こと

なる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

210. □ ス
す

ト
と

レ
れ

ス
す

で過
かしょく

食が多
おお

くなってしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【食
た

べ方
かた

】

211. □ いつもと違
ちが

う順
じゅんじょ

序，違
ちが

う時
じ

間
かん

に食
た

べることは苦
くつう

痛である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

212. □ 味
あじ

が混
ま

ざるのが嫌
いや

なので，おかずをすべて食
た

べてから，ご飯
はん

に移
うつ

るというような食
た

べ方
かた

をしてしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

213. □ 噛
か

む回
かい

数
すう

が多
おお

い物
もの

から食
た

べ始
はじ

め，柔
やわ

らかい物
もの

へと移
うつ

っていく食
た

べ方
かた

をする。（具
ぐたいてき

体的に： ）

214. □ 食
た

べ物
もの

に対
たい

する恐
きょうふしん

怖心があり，細
こま

かく分
ぶんかい

解してチ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

ク
く

しないと安
あんしん

心して食
た

べられない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

215. □ 細
こま

かく砕
くだ

いたり，つぶしたりといった食
た

べ方
かた

をするため，周
しゅうい

囲から汚
きたな

いと言
い

われてしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

216. □ 食
しょくじ

事のメ
め い ん

インはお米
こめ

で，おかずは気
き

に入
い

ったもの 1品
ぴん

のみがいい。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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217. □ 肉
にく

の付
つ

け合
あ

わせは○○といったル
る ー る

ールが出
で

来
き

てしまっている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

218. □ 食
しょくじ

事は最
さい

低
てい

1 時
じ

間
かん

はかけてゆっくり食
た

べないと気
き

持
も

ち悪
わる

くなる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

219. □ つけあわせは，いつ食
た

べていいのかわからない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

220. □ 食
た

べ物
もの

の食
た

べ方
かた

がへたで，皮
かわ

が上
う

手
ま

く剥
む

けずに皮
かわ

ごと食
た

べているものがある。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

221. □ 卵
たまご

は調
ちょう

理
り

法
ほう

によって食
た

べられなくなってしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

222. □  ピ
ぴ ー ま ん

ーマンは生
なま

では食
た

べられるが，料
りょうり

理などに少
しょうりょうはいった

量入ったピ
ぴ ー ま ん

ーマンは嫌
きら

いで，料
りょうり

理そのものが食
た

べられ
なくなる。（具

ぐたいてき

体的に： ）

３．食
しょくじ

事と環
かんきょう

境
【食
しょくたくようひん

卓用品】
食
しょっきるい

器類・グ
ぐ ら す

ラス

223. □ だれが使
つか

ったか分
わ

からない食
しょっき

器を使
つか

うのは生
せいりてき

理的に受
う

け付
つ

けない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

224. □ 給
きゅうしょく

食の箸
はし

やス
す ぷ ー ん

プーンはまとめてク
く

ラ
ら

ス
す

分
ぶん

入
はい

っているのが汚
きたな

いと感
かん

じて嫌
いや

である。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

225. □ 給
きゅうしょく

食の食
しょっき

器などはにおいが気
き

になってしまい苦
にがて

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

226. □ ア
あ

ル
る

ミ
み

製
せい

の食
しょっき

器は，金
きん

属
ぞく

の音
おと

がとてもつらい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

カ
か と ら り ー

トラリー

227. □ 道
どうぐ

具を使
つか

う食
しょく

事
じ

は，道
どうぐ

具の使
つか

い方
かた

にエ
え ね る ぎ ー

ネルギーを使
つか

ってしまい十
じゅう

分
ぶん

味
あじ

わえない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

228. □ おはしやフ
ふ ぉ ー く

ォーク，ナ
な い ふ

イフなどの食
しょっき

器をきれいに使
つ

うことにこだわりがある。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

229. □ 箸
はし

の使
つか

い方
かた

が下
へ た

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

230. □ 食
た

べ物
もの

は手
て

づかみで食
た

べたい。（理
りゆう

由など具
ぐたいてき

体的に： ）

その他
た

231. □ 食
しょっかん

管からつがれた食
た

べ物
もの

を見
み

ること，食
た

べることが嫌
いや

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

232. □ 洗
あら

い物
もの

では食
しょっき

器や水
みずおと

音がぶつかる音
おと

に耐
た

えられない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【場
ばしょ

所】

233. □ 外
がいしょく

食は人
ひと

や音
おと

であふれていて，味
あじ

なんてほとんどわからない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

234. □ 食
しょくじ

事はいつもと場
ばしょ

所が違
ちが

うのも，味
あじ

が違
ちが

うのも，違
ちが

う人
ひと

がいるのも，色
いろいろ

々な音
おと

がするのも嫌
いや

である。 

  （具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

235. □ 学
がっこう

校では直
ちょくぜん

前まで勉
べんきょう

強していた教
きょうしつ

室と机
つくえ

で給
きゅうしょく

食を食
た

べるのが嫌
いや

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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【食
しょく

に関
か ん

する人
ひと

の問
もんだい

題】

236. □ 人
ひと

の輪
わ

の中
なか

でどのように振
ふ

る舞
ま

えばいいのかわからないため会
かいしょく

食はおそろしい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

237. □ 誰
だれ

かに見
み

られながら食
た

べることは苦
く

である。
  （理

りゆう

由など具
ぐたいてき

体的に： ）

238. □  食
た

べ終
お

えても話
はな

している人
ひと

がいると，見
み

られている気
き

がしてス
す と れ す

トレスを感
かん

じ食
しょくよく

欲がなくなる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

239. □ 大
おおにんずう

人数の食
しょくじ

事は，音
おと

や匂
にお

いなどの情
じょうほう

報があふれて辛
つら

い。（具
ぐたいてき

体的に： ）

240. □ 給
きゅうしょく

食ではグ
ぐ る ー ぷ

ループで食
た

べるのがうるさくて嫌
いや

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

241. □ 周
まわ

りの人
ひと

が欲
よく

張
ば

って食
た

べ物
もの

を口
くち

いっぱいに頬
ほお

張
ば

る姿
すがた

を見
み

ると気
き

持
も

ち悪
わる

くなる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

242. □ みんながいつまでも話
はな

しながら食
た

べているのは苦
にがて

手である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【食
しょく

に関
かん

する状
じょうきょう

況の問
もんだい

題】

243. □ 何
なに

より嫌
いや

なのは，新
あたら

しいもの試
ため

しに食
た

べてみることである。（具
ぐたいてき

体的に： ）

244. □ 見
み

た目
め

も，においも，材
ざいりょう

料も知
し

らない物
もの

なんて食
た

べたくない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

245. □ 家
かてい

庭の食
しょくじ

事も音
おんがく

楽やテ
て れ び

レビが流
なが

れていたり，人
ひと

が一
いっ

斉
せい

に話
はな

したりと騒
さわ

がしく，ス
す

ト
と

レ
れ

ス
す

だらけである。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

246. □  食
しょくじ

事場
ばめ ん

面では無
む い み

意味な音
おと

や他
たに ん

人の動
うご

きに耐
た

えるために，歯
は

ぎしりやハ
は み ん ぐ

ミング，自
じぶん

分を叩
たた

いたりして
しまう。（具

ぐたいてき

体的に： ）

247. □  他
たにん

人とのデ
で ぃ な ー

ィナーのようなス
す と れ す か

トレス下では味
みかく

覚も食
しょくよく

欲も，自
じぶん

分が何
なに

をしているのかも感
かん

じることが
できない。（具

ぐたいてき

体的に： ）

248. □ 泊
と

まりの学
がっこう

校の行
ぎょうじ

事などでは，全
まった

く食
た

べることができなくなる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

249. □ 同
おな

じ皿
さら

に盛
も

った料
りょう

理
り

をみんなで一
いっしょ

緒につつくのは我
がまん

慢ならない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

250. □ 本
ほん

を読
よ

むなど，何
なに

かをしながらでないと食
た

べることができない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

４．その他
た

【その他
た

】

251. □ 食
しょくじ

事について厳
きび

しく指
しどう

導されたせいで，神
しんけいせいしょくよくふしん

経性食欲不振になってしまった。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

252. □ 子
こ

どもの頃
ころ

に無
む

理
り

強
じ

いされたものは一
いちばん

番苦
にが て

手なものになっている。（具
ぐたいてき

体的に： ）

253. □ 給
きゅうしょく

食では居
い

残
のこ

りして食
た

べさせられ，拷
ごうもん

問であると感
かん

じた。（具
ぐたいてき

体的に： ）

254. □ 嫌
きら

いなものがメ
め に ゅ ー

ニューに入
はい

っている日
ひ

は給
きゅうしょく

食の時
じか ん

間が来
く

るのが苦
くつう

痛だった。（具
ぐたいてき

体的に ）

255. □ お腹
なか

がすいた時
とき

にト
と い れ

イレに向
む

かってしまい，ト
と い れ

イレに行
い

かなくてはならない時
とき

にものを食
た

べてしまう。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）
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256. □ 何
なに

を食
た

べていいかわからないため食
た

べるのをやめてしまうことがある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

257. □ 食
た

べる作
さぎょう

業は高
こう

度
ど

でかなり集
しゅうちゅう

中しないといけない。（具
ぐたいてき

体的に： ）

258. □ 夜
やしょく

食を食
た

べるとよく眠
ねむ

れるので頻
ひん

繁
ぱん

に食
た

べてしまう。（具
ぐたいてき

体的に： ）

259. □ どこまでが食
しょくじ

事かわからないので，食
しょくじ

事のあいさつをするタ
た い み ん ぐ

イミングもわからない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

260. □ 料
りょうり

理は，水
みず

を使
つか

うので苦
にが

手
て

である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

Ⅱ．「食
しょく

」に関
かん

する理
り

解
かい

・支
し

援
えん

のチ
ち

ェ
ぇ

ッ
っ

ク
く

リ
り

ス
す

ト
と

１．体
からだ

の構
こうぞう

造と食
しょくもつ

物
【摂
せっしょくちゅうすう

食中枢】
空
くうふくかん

腹感

261. □ 空
くうふく

腹の目
めや す

安として一
いち

番
ばん

頼
たよ

りにしているのは時
じこく

刻である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

262. □ 給
きゅうすい

水や昼
ちゅうしょく

食の時
じ

間
かん

をあらかじめ決
き

めてほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

263. □ 一
いちど

度に少
しょうりょう

量ずつ何
なんかい

回も食
た

べることで，空
くうふく

腹になるのを防
ふせ

いでいる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

264. □ こまめにおやつをつまむことを認
みと

めてほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

食
しょくよく

欲

265. □ 無
む

農
のう

薬
やく

野
や

菜
さい

で作
つく

る料
りょう

理
り

は自
し

然
ぜん

と食
しょくよく

欲をかきたてる。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

266. □ 周
まわ

りの人
ひと

が食
た

べている姿
すがた

を見
み

ると，自
しぜん

然と食
た

べようという気
き

持
も

ちになる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

267. □ 食
しょくよく

欲がなくても，家
かぞく

族や大
だい

好
す

きな人
ひと

が食
た

べている姿
すがた

をみると食
しょくよく

欲が出
で

てくる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

【感
かんかくき

覚器系
けい

】
嗅
きゅうかく

覚

268. □ 生
なま

野
やさ い

菜は火
ひ

を通
とお

せば，においがしなくなるのでそうしてほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

269. □ 生
なま

野
やさい

菜は和
わふう

風・中
ちゅうか

華・青
あお

じそド
ど れ っ し ん ぐ

レッシングをかけると，雑
ざっそう

草の臭
にお

いがかなり消
き

えるのでそうしてほしい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

270. □ ト
と ま と

マトなどは完
かんじゅく

熟だと雑
ざっそう

草のにおいと味
あじ

がしないので食
た

べられる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

271. □ キ
き ゃ べ つ

ャベツの千
せん

切
ぎ

りは細
ほそ

くて，水
みず

にさらしてあると臭
にお

いが消
き

えているので食
た

べられる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

味
みかく

覚

272. □ 味
あじ

付
つ

けはス
す ぱ い す

パイスたっぷりで，香
こうみ

味のキ
き つ い

ツイものなら食
た

べられる。（具
ぐたいてき

体的に： ）
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273. □ 食
た

べ物
もの

は薄
うすあじ

味，無
む み

味に近
ちか

い味
あじ

なら食
た

べられる。（具
ぐたいてき

体的に： ） 

触
しょっかく

覚
　食
しょっかん

感

274. □ 歯
は

ごたえのあるものをふりかければ嫌
きら

いな食
しょっかん

感をごまかせる時
とき

もある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

275. □ 堅
かた

くてこりこりするものや，噛
か

みごたえのあるしこしこしたものを噛
か

むと落
お

ち着
つ

く。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

276. □ ガ
が

ム
む

を噛
か

むと気
き

持
も

ちが安
あん

定
てい

する。（具
ぐたいてき

体的に： ）

　舌
した

触
ざわ

り

277. □ 舌
した

触
ざわ

りが柔
やわ

らかく，口
くち

の中
なか

に刺
さ

さらない食
た

べものは食
た

べられる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

278. □ 食
た

べ物
もの

をつぶして，練
ね

り混
ま

ぜて食
た

べると歯
は

ごたえや舌
した

触
ざわ

りをごまかせるのでそうさせてほしい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

【消
しょうかき

化器系
けい

】

279. □ 硬
かた

い物
もの

は大
おお

きく切
き

り，柔
やわ

らかい物
もの

は細
こま

かく切
き

り，フ
ふ ぉ ー く

ォークを使
つか

って食
た

べると誤
ごえん

嚥が減
へ

る。
  （具

ぐたいてき

体的： ）

【循
じゅんかんき

環器系
けい

】

280. □ レ
れ た す

タスを食
た

べると頭
あたま

と胸
むね

の中
なか

がさわやかになり，淀
よど

んだ感
かん

じがなくなり血
ち

がきれいになった感
かん

じがする。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

281. □ 香
こうみ

味野
やさ い

菜を食
た

べるとエ
え ね る ぎ ー

ネルギーが体
からだ

の内
うちがわ

側からわいて，体
からだ

も動
うご

かしやすくなる。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

【免
めんえき

疫，ア
あ れ る ぎ ー

レルギー】

282. □ 食
しょくひんてんかぶつ

品添加物の入
はい

った食
た

べ物
もの

をやめてから，体
からだ

の状
じょうたい

態が良
よ

くなった。
  （体

からだ

の変
へん か

化など具
ぐたいてき

体的に： ）

283. □  添
てんかぶつ

加物の入
はい

った食
た

べ物
もの

の摂
せっしゅ

取をやめてから，偏
へんずつう

頭痛が軽
かる

くなり，慢
まんせい

性疲
ひろ う

労や消
しょうもうかん

耗感が薄
うす

らぎ，興
こうふん

奮
状
じょうたい

態になることも少
すく

なくなった。（具
ぐたいてき

体的に： ）

284. □ 「無
む て ん か

添加」と言
い

う商
しょうひん

品や，添
てんかぶつ

加物の少
すく

ない食
しょくひん

品を選
えら

んで食
た

べている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

285. □ フ
ふ ぁ ー す と ふ ー ど

ァーストフードや全
ぜんこく

国チ
ち ぇ ー ん

ェーンの安
やす

いフ
ふ

ァ
ぁ

ミ
み

レ
れ

ス
す

は添
てんかぶつ

加物が多
おお

いので行
い

かない。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

286. □ ビ
び

タ
た み ん

ミンCの錠
じょうざい

剤を飲
の

み始
はじ

めてから，歯
はぐき

茎から血
ち

が出
で

ることが少
すく

なくなった。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

287. □ マ
ま る ち び た み ん

ルチビタミンやミ
み ね ら る

ネラルの錠
じょうざい

剤を飲
の

み始
はじ

めてから，不
ふあんかん

安感が和
やわ

らいだ。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）
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２．食
しょくせいかつ

生活
【食
しょくしこう

嗜好】

288. □ ト
と ま と

マトにはちみつをかけたらト
と ま と

マトが食
た

べられるようになった。（具
ぐたいてき

体的に： ）

289. □  ピ
ぴ ー ま ん

ーマンは若
わか

くてやわらかいうちに収
しゅうかく

穫すると，歯
は

ざわりもにおいも，苦
にが

味
み

も少
すく

ないので食
た

べるこ
とができる。（具

ぐ

体
たい

的
てき

に： ）

290. □ 食
た

べ物
もの

の勉
べんきょう

強をした後
あと

には，食
た

べられる物
もの

が増
ふ

えた。（具
ぐ

体
たい

的
てき

に： ） 

291. □ 自
みずか

ら愛
あいじょう

情を持
も

って育
そだ

てた食
しょくもつ

物は，食
た

べられるようになった。（具
ぐたいてき

体的に： ）

292. □ みんなの食
た

べている物
もの

を食
た

べたいと思
おも

ってまねをしたので，食
た

べられる物
もの

が増
ふ

えた。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

293. □ 食
しょく

には興
きょうみ

味がなく偏
へんしょく

食だったが，働
はたら

き始
はじ

めてから食
た

べることが大
だい

好
す

きになった。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

294. □ 生
せいかつ

活全
ぜんたい

体に余
よゆ う

裕が出
で

ると，色
いろいろ

々な物
もの

が食
た

べられ，消
しょうか

化できるようになった。（具
ぐたいてき

体的に： ）

295. □  「これが食
た

べたいの？」と聞
き

かれてもわからないが「これが食
た

べたくないの？」と聞
き

かれると自
じぶん

分の
気
き

持
も

ちを確
かく

認
にん

することが出
で

来
き

る。（具
ぐたいてき

体的に： ）

296. □ 自
じぶん

分で選
えら

んだ食
た

べ物
もの

は，おいしく味
あじ

わい，楽
たの

しむことができる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

【食
しょくじりょう

事量】

297. □ 食
しょくじ

事は一
ひとりぶん

人分づつ分
わ

けてあると，食
た

べる量
りょう

がわかりやすいのでそうしてほしい。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

298. □ お皿
さら

からとるおかずはとり皿
ざら

を決
き

めて，食
た

べすぎを減
へ

らすようにしている。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

299. □ カ
か ろ り ー

ロリー計
けいさん

算の勉
べんきょう

強をしてから，夕
ゆう

ご飯
はん

の後
あと

に食
た

べすぎて具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなることがなくなった。
  （具

ぐたいてき

体的に： ）

３．食
しょくじ

事と環
かんきょう

境

300. □ 金
きん

属
ぞく

音
おん

が嫌
きら

いなのでプ
ぷ ら す ち っ く せ い

ラスチック製や木
もくせい

製の食
しょっき

器にしてほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

301. □ 持
じさん

参したカ
か と ら り ー せ っ と

トラリーセットを使
つか

うことを認
みと

めてほしい。（具
ぐたいてき

体的に： ）

302. □ 行
い

きつけのお店
みせ

では毎
まい

回
かい

同
おな

じ座
ざ

敷
しき

，座
すわ

る席
せきじゅん

順も同
おな

じなので安
あん

心
しん

出
で

来
き

る。（具
ぐたいてき

体的に： ）

303. □ 外
がいしょく

食でも個
こしつ

室だと食
た

べること出
で

来
き

る。（具
ぐたいてき

体的に： ）

304. □ 一
ひとり

人にさせてもらえば，少
すこ

しは食
た

べられるときもある。（具
ぐたいてき

体的に： ）

305. □ みんなで食
た

べる時
とき

には一
ひとさら

皿でおしまいのものなら食
た

べることができる。（具
ぐたいてき

体的に： ）

306. □ 新
あたら

しい食
た

べ物
もの

は，事
じぜん

前に紹
しょうかい

介されていれば大
だいじょうぶ

丈夫である。（具
ぐたいてき

体的に： ）

ご協
きょうりょく

力まことにありがとうございました。
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発達障害者の「食」の困難・ニーズに関する研究

── 発達障害の本人調査から ──

Study on Difficulties and Support Needs of Eating Behaviors of Persons with 
Developmental Disabilities from View Point of Survey of Persons with 

Developmental Disabilities
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Abstract

 This study clarified the difficulties and support needs of eating behaviors from view point of survey of persons with 

developmental disabilities. Responses were received from 137 people with developmental disabilities (asperger syndrome: 

44, high-function autism: 17, other pervasive developmental disabilities: 43, learning disabilities: 15, attention deficit / 

hyperactivity disorder: 26, intellectual disabilities: 20 and the others: 18. These were containing multiple responses in the 

case multiple disabilities), period of survey was from November 2012 to January 2013.

 There were many responses mentioning “What food to be forced in childhood were the most dislike” and “Being forced 

to eat in detension was feeling torture”. So it was clarified that the excessive diet instruction at school and home is greatly 

related to the “feeling difficult” or ”fear” about the food. And it was clarified that persons with developmental disabilities 

feel difficult about not only the food but also “dining space it has various smell”, “eating at group”, “eating within a time 

limit” and “eating with the use of unfamiliar tableware”. Furthermore, “feeling difficult” or “fear” about the food were 

amplified because of the instruction regarding their “difficulty” as “selfishness” by parents or teacher. As a flexible response, 

it is important not to force eating everything or eating at group, and is important to enable them to control dietary intake, to 

set time allowance and to approve the using own cutlery.

Keywords:   Developmental Disabilities, Support Needs of Eating Behaviors, Survey from View Point of Persons with 

Developmental Disabilities

Department of Special Needs Education, Tokyo Gakugei University, 4-1-1 Nukuikita-machi, Koganei-shi, Tokyo 184-8501, 
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要旨:　本稿では，発達障害を有する本人の「食」に関する困難・ニーズの実態と彼らが求めている支援を，
発達障害の本人への調査を通して明らかにしてきた。
　調査対象は発達障害の診断・判定を有する本人137名（アスペルガー症候群44名，高機能自閉症17名，そ
の他広汎性発達障害43名，学習障害15名，注意欠陥多動性障害26名，知的障害20名，その他18名。重複の
場合を含み複数回答），調査期間は2012年11月～ 2013年 1 月であった。
　発達障害者は，食べ物の苦手さだけではなく，「いろいろなにおいが混ざっている食事場所」「グループで食
べること」「限られた時間内で食べること」「慣れない食器で食べること」などにおいても苦痛を感じている。
また「子どもの頃に無理強いされたものは一番苦手なものになっている」「給食で居残りして食べさせられ，
拷問であると感じた」という方も多い。学校給食や家庭において，親や教師が発達障害者の「食」の困難を
「わがまま」ととらえて厳しい指導・対応をしてきたことが，「苦手さ」「恐怖感」をさらに増幅させてしまっ
ている。
　残さずに食べることを強要するのではなく，食事量を自分で調整できるようにする，グループで食べること
を強要しない，時間的なゆとりをもたせる，自前のカトラリーの使用を認めるなどの配慮や柔軟な対応が求め
られている。

キーワード: 発達障害，「食」の困難・ニーズ，当事者調査
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